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き
不
動
産
と
動
産
一
一
七
商
業
と
経
済
一
一
入
私
棋
の
容
胆
胞
の
中
で
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
「
物
」
の
分
類
と
し
て
、
ロ
!
マ
法
以
来
不
動
産
公
g
E
B
o
z
o
ω
)
と
動
産
(
円
g
E
0
5
2
)
と
の
二
つ
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
我
が
民
法
も
亦
諸
図
立
法
例
に
倣
っ
て
此
の
分
類
に
従
ひ
、
第
八
六
傑
に
規
定
し
て
臼
く
、
「
土
地
及
ヒ
其
定
著
物
ハ
之
ヲ
不
動
産
ト
ス
此
他
ノ
物
ハ
総
テ
之
ヲ
動
産
ト
ス
無
記
名
債
権
ハ
之
ヲ
動
産
ト
者
倣
ス
」
Q
然
る
に
民
法
が
斯
く
の
如
く
動
産
・
不
動
産
の
区
別
に
関
し
て
明
交
を
設
け
て
ゐ
る
に
拘
ら
歩
、
如
何
な
る
も
の
が
動
産
.
に
思
し
、
如
何
な
る
も
の
が
不
動
産
に
開
局
す
る
か
に
付
て
は
必
し
も
明
ら
か
な
る
も
の
と
謂
ふ
を
得
な
い
。
以
下
此
の
間
短
に
就
い
て
若
干
の
考
察
を
加
へ
て
見
ゃ
う
。
~;r 
;t 
動
産
・
不
動
産
区
別
の
標
準
動
産
・
不
動
産
は
如
何
な
る
標
準
に
因
っ
て
之
を
分
つ
や
と
謂
ふ
に
、
其
の
本
来
の
諾
議
よ
り
見
れ
ば
、
蛍
初
は
物
が
非
、
の
性
質
の
ゆ
変
更
若
し
く
は
池
分
の
費
用
を
設
す
こ
と
無
く
し
て
其
の
所
在
を
移
縛
し
frJ 
得
る
か
否
、
か
に
因
っ
て
、
動
産
・
不
動
産
の
区
別
を
決
し
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
で
は
現
今
に
於
て
も
命
か
h
る
区
別
の
標
準
・
そ
以
て
足
る
か
と
謂
ふ
に
必
?
し
も
然
ら
宇
。
惟
ふ
に
物
が
共
の
性
質
の
幾
一
史
若
し
く
は
泡
分
の
費
用
を
設
す
こ
と
無
く
し
て
共
の
所
在
を
移
時
し
得
る
や
否
や
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
に
於
て
は
本
来
法
律
上
何
等
の
重
要
な
る
意
義
を
持
た
な
い
。
其
の
如
何
が
法
律
上
の
取
扱
に
関
し
て
重
要
な
る
差
異
を
来
す
に
及
ん
で
、
始
め
て
法
律
上
の
意
味
を
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
物
が
そ
の
所
在
を
自
由
に
移
轄
し
得
る
や
否
や
、
換
言
す
れ
ば
物
が
其
の
性
質
の
箆
更
若
し
く
は
過
分
の
費
用
を
設
す
こ
と
な
く
し
て
其
の
所
在
を
移
時
し
得
る
や
否
や
に
依
っ
て
、
物
の
法
律
的
取
扱
上
如
何
な
る
差
異
を
生
宇
る
や
と
謂
ふ
に
、
自
由
に
そ
の
所
在
を
移
柑
惜
し
得
る
物
は
其
の
同
一
性
(
E
o
z
r
芯
庁
)
を
認
誠
す
る
こ
と
難
く
、
自
由
に
そ
の
所
在
を
移
時
し
得
ざ
る
物
は
其
の
同
一
性
の
認
識
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
然
り
而
し
て
同
一
性
の
認
識
容
易
な
る
物
は
、
所
謂
登
記
登
録
の
方
法
に
依
っ
て
之
に
関
す
る
権
利
の
得
喪
愛
克
等
そ
の
法
律
関
係
の
幾
動
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
り
、
此
の
登
記
登
録
の
制
度
が
認
め
ら
れ
る
や
否
や
に
因
っ
て
、
更
に
叉
物
権
獲
動
の
成
立
要
件
若
し
く
は
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
要
件
(
詰
一
〉
、
印
時
取
得
(
詑
ニ
v
、
用
盆
物
椛
〈
詑
三
〉
、
携
保
物
構
〈
諮
問
〉
等
の
事
項
に
付
て
法
律
的
取
扱
が
分
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
同
一
性
の
認
識
容
易
に
し
て
、
従
っ
て
登
記
登
録
の
制
度
を
認
め
る
に
遁
す
る
物
は
、
必
歩
し
も
自
由
に
其
の
所
在
を
移
碍
し
得
ぎ
る
物
に
限
ら
な
い
。
自
由
に
其
の
所
在
を
移
韓
し
得
る
物
の
中
に
あ
つ
で
も
、
そ
の
同
一
性
認
誠
比
統
的
容
易
に
し
て
、
設
記
登
録
の
制
度
に
因
っ
て
之
に
閲
す
る
法
律
関
係
を
公
示
す
る
に
適
す
る
も
の
、
必
宇
し
も
之
な
し
と
し
な
い
。
例
へ
ば
般
舶
は
自
由
に
其
の
所
在
を
移
縛
し
不
動
産
と
到
底
一
一
九
商
業
と
経
済
一
二
O
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
性
質
よ
り
し
て
之
に
関
す
る
法
律
関
係
を
登
記
登
録
の
方
法
に
依
っ
て
公
示
す
る
に
遁
世
し
て
ゐ
る
。
故
に
我
が
法
制
も
嫡
般
に
関
し
て
設
記
登
録
の
制
度
を
設
け
、
此
の
方
法
に
依
っ
て
其
の
法
律
関
係
を
公
示
す
べ
き
も
の
と
潟
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ハ
註
五
)
斯
く
の
如
く
或
る
物
が
自
由
に
其
の
所
在
を
移
蹄
押
し
得
る
か
否
か
と
い
ふ
こ
と
と
.
其
の
物
に
関
し
て
登
記
登
録
の
制
皮
を
認
め
得
な
い
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
と
は
必
示
し
も
相
件
ふ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
物
が
自
由
に
其
の
所
在
を
移
轄
し
得
る
か
否
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
そ
れ
自
身
に
於
て
は
何
等
の
意
義
を
持
た
示
、
吾
人
に
取
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
物
の
法
律
的
取
扱
に
関
し
て
如
何
な
る
差
異
が
存
す
る
か
の
貼
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
登
記
載
録
の
制
度
の
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
依
っ
て
、
物
の
種
類
を
分
つ
を
以
て
寧
ろ
正
蛍
と
・
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
解
す
れ
ば
動
産
・
不
動
産
の
匝
別
を
.
物
が
自
由
に
其
の
所
在
を
移
轄
し
得
る
か
否
か
に
依
っ
て
分
つ
こ
と
は
全
然
無
意
味
で
あ
れ
、
か
h
る
因
襲
的
観
念
を
脱
却
し
て
、
登
記
登
録
の
制
度
の
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
依
っ
て
、
登
記
登
録
の
認
め
ら
れ
る
物
を
不
動
産
と
し
、
然
ら
ざ
る
物
を
動
産
と
忽
す
を
以
て
、
始
め
て
此
の
二
者
を
区
別
す
る
こ
と
の
な
義
守
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
次
に
登
記
登
録
の
制
度
を
認
め
る
に
遇
す
る
物
は
総
べ
て
不
動
産
な
り
や
と
謂
ふ
に
、
動
産
不
動
産
は
成
法
上
の
概
念
で
あ
る
か
ら
.
如
何
に
登
記
登
録
の
方
法
に
依
っ
て
之
に
関
す
る
法
律
関
係
を
公
一
不
す
る
に
遁
す
る
物
と
雄
も
、
有
も
現
行
法
上
登
記
登
録
の
制
度
の
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
物
は
、
之
を
不
動
産
と
鍔
す
こ
と
を
得
な
い
。
故
に
各
国
の
之
に
関
す
る
規
定
の
如
何
に
依
っ
て
、
一
図
の
法
制
上
不
動
産
と
解
す
べ
き
も
の
、
必
す
し
も
他
国
の
成
法
上
不
動
産
で
は
な
く
、
従
っ
て
一
図
の
動
産
と
匁
す
も
の
、
必
宇
し
も
他
園
の
成
法
上
動
産
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
叉
・
同
一
図
内
に
於
て
も
、
従
来
動
産
と
潟
さ
れ
た
物
が
、
新
大
に
益
記
登
録
の
制
度
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
不
動
産
と
な
り
得
る
。
例
へ
ば
航
空
機
は
従
来
我
図
に
於
て
は
之
に
関
し
て
登
録
制
皮
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
動
産
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
六
月
一
日
施
行
の
航
空
法
ハ
空
ハ
〉
に
依
っ
て
、
登
録
の
制
度
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
後
は
不
動
産
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
我
が
現
行
法
上
如
何
な
る
物
が
不
動
産
に
局
し
、
従
っ
て
叉
如
何
な
る
物
が
動
産
に
局
す
る
か
を
論
究
し
ゃ
う
。
〈
訟
一
〉
登
記
・
設
銭
の
方
法
に
依
っ
て
物
地
盤
劫
た
公
示
し
件
ろ
物
に
就
い
て
は
、
之
島
以
て
之
に
閲
寸
ろ
物
権
特
使
到
の
第
三
者
に
封
す
ろ
封
抗
要
件
去
し
く
目
成
立
要
件
そ
の
も
の
と
持
す
た
迎
合
と
す
あ
。
ハ
氏
法
第
一
七
七
焼
、
立
木
法
第
二
除
、
鍛
業
法
第
二
O
続、
砂
鎖
法
第
二
三
除
、
法
業
法
第
七
除
、
第
一
三
降
、
商
法
第
五
四
一
降
、
第
六
入
六
候
第
三
項
、
第
五
五
六
伐
、
ド
イ
y
民
法
第
八
七
三
伐
妾
照
〉
之
に
反
し
て
登
記
登
鈴
の
方
訟
に
依
っ
て
物
桔
援
助
た
公
示
し
得
ざ
ろ
物
に
就
い
て
は
、
物
の
引
波
立
(
他
の
方
法
た
以
て
、
之
に
附
す
ろ
物
拙
強
到
の
成
立
川
女
件
若
し
く
は
第
三
者
に
封
寸
ろ
封
抗
要
件
と
す
ろ
の
外
は
な
い
。
ハ
民
法
第
一
七
八
除
、
ド
イ
y
氏
法
第
九
二
九
伐
品
会
開
〉
不
到
底
と
助
法
(
詑
二
〉
(
詑
三
〉
ハ
諮
問
〉
ハ
詑
五
〉
〈
誌
六
〉 商
業
と
経
済
一
一
一一
登
記
登
鋭
と
占
有
と
は
そ
の
物
権
関
係
会
一
示
方
法
と
し
て
の
於
能
に
於
て
若
し
い
差
迩
た
有
L
、
占
有
は
公
示
方
法
と
し
て
登
記
登
録
に
比
し
て
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
か
ら
第
三
者
が
擢
利
者
た
設
ろ
危
険
が
透
か
に
多
い
。
故
に
我
が
民
法
の
如
き
は
占
有
岳
会
示
方
法
と
す
九
到
底
に
就
い
て
の
み
所
謂
即
時
取
得
の
法
理
ら
採
用
し
、
登
記
登
録
在
公
示
手
段
と
す
ろ
不
動
産
に
就
て
は
、
公
信
の
原
則
た
認
め
な
い
の
で
あ
ろ
oh
民
法
第
一
九
二
係
き
照
。
前
ド
イ
y
民
法
第
八
九
二
保
は
登
記
の
公
信
力
た
L
認
め
て
お
ろ
〉
号
記
登
帥
此
の
方
法
与
認
め
得
ろ
物
は
之
に
就
い
て
用
益
物
擢
恥
認
む
ろ
も
、
一
々
登
記
登
鋭
の
方
法
に
依
っ
て
、
此
の
事
賢
岳
公
示
し
得
ろ
が
故
に
、
宅
も
法
律
関
係
の
紛
糾
在
来
寸
民
が
な
い
。
之
我
が
民
法
が
土
地
に
付
い
て
地
上
躍
、
永
小
作
催
、
地
役
躍
、
入
令
権
等
の
用
往
物
擢
在
設
げ
、
又
土
地
、
建
物
ハ
民
法
第
六
O
五
係
〉
、
船
舶
ハ
商
法
第
五
五
六
係
い
山
手
に
就
缶
、
第
三
者
に
封
し
て
も
設
力
J
印
有
す
ろ
賃
借
擢
与
認
め
土
所
以
で
わ
ろ
〉
内
法
記
笠
銑
に
依
ち
公
示
方
法
た
認
め
ら
れ
な
い
物
に
就
い
て
は
、
質
擢
は
之
島
認
め
得
ろ
も
、
抵
営
棋
の
設
定
た
詳
す
こ
と
在
得
な
い
o
故
に
抵
門
的
根
の
詐
否
に
闘
し
て
も
阿
者
は
法
律
的
取
扱
奇
異
に
す
ぺ
司
ゐ
ず
で
あ
ろ
。
後
述
「
第
七
」
事
照
Q
大
正
十
年
四
月
九
日
公
布
法
作
第
五
四
焼
。
昭
和
二
年
勅
令
第
一
O
四
競
在
以
て
同
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
。
耐
航
空
機
に
閲
し
て
は
後
述
「
第
八
」
季
限
U
第
土
地
此
の
問
題
を
考
究
す
る
に
治
っ
て
先
づ
我
が
民
法
の
規
定
す
る
所
在
見
る
に
、
民
法
第
八
六
傑
は
動
産
・
不
動
産
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
て
臼
く
、
「
土
地
及
ヒ
其
定
著
物
ハ
之
テ
不
動
産
ト
ス
此
他
ノ
物
ハ
総
テ
之
テ
動
産
ト
ス
無
記
名
債
樫
ハ
之
ラ
動
産
ト
宥
倣
ス
」
。
土
地
と
は
地
球
の
表
面
の
一
部
を
謂
ふ
。
去
一
向
と
謂
ふ
も
地
上
と
同
意
義
で
は
な
い
。
地
下
も
亦
人
の
支
配
し
得
る
限
り
に
於
て
は
土
地
の
中
に
包
含
さ
れ
る
と
解
す
る
を
以
て
、
樫
利
の
客
一
躍
と
し
て
の
土
地
の
意
義
に
適
す
る
の
で
あ
る
。
唯
地
中
の
埋
蔵
物
は
そ
の
性
質
上
之
を
包
蔵
す
る
土
地
の
債
値
と
は
別
個
溺
立
の
低
位
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
「
土
地
」
の
中
に
包
含
せ
し
め
る
こ
と
を
得
な
い
。
叉
未
口
調
採
せ
ざ
る
綴
物
も
本
来
は
土
地
の
構
成
部
分
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
我
が
鏡
業
法
の
解
稼
上
、
同
法
に
所
前
鎖
物
は
之
を
土
地
の
一
部
に
非
ざ
る
も
の
と
鍔
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
以
外
の
鍍
物
の
み
が
土
地
の
一
部
守
椛
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ハ
花
一
)
向
土
地
が
如
何
な
る
範
闘
を
以
て
、
一
個
の
不
動
産
を
構
成
す
る
か
は
、
其
の
本
来
の
性
質
上
動
産
又
は
他
の
不
動
産
例
へ
ば
建
物
)
に
於
け
る
が
如
く
明
雌
で
は
な
い
が
、
自
然
の
地
形
・
経
済
的
用
法
又
は
事
賃
上
の
同
剖
に
依
っ
て
匝
分
す
る
こ
と
は
法
律
問
聞
係
の
紛
糾
を
導
く
が
故
に
登
記
簿
上
の
一
筆
の
土
地
を
以
て
一
個
の
不
動
産
と
解
す
べ
き
で
あ
る
パ
大
お
大
正
三
・
二
了
一
)
叉
一
辿
治
土
地
の
所
有
椛
は
地
下
及
び
土
地
の
上
空
に
及
ぶ
と
訴
は
れ
る
が
、
土
地
の
所
有
様
の
支
配
が
地
下
に
及
ぶ
の
は
、
前
述
の
如
く
土
地
と
は
皐
に
地
表
の
み
な
ら
・
?
、
地
下
を
も
包
含
す
る
も
の
と
鍔
す
を
以
て
土
地
在
椛
利
の
客
位
た
ら
し
め
る
の
木
旨
に
遁
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
回
よ
り
蛍
然
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
然
ら
ば
弐
に
土
地
の
所
有
椛
は
土
地
の
上
定
に
も
及
ぶ
が
故
に
、
土
地
の
上
空
も
亦
土
地
の
中
不
動
皮
と
到
底
一
一
一一
商
業
と
経
済
一
二
回
に
包
含
せ
ら
れ
、
不
動
産
の
一
部
を
構
成
す
る
か
の
如
く
に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
必
?
し
も
斯
く
解
す
る
必
要
を
見
な
い
。
〈
詰
二
〉
さ
て
弐
に
民
法
は
土
地
の
定
著
物
も
亦
之
を
不
動
産
と
策
し
て
ゐ
る
が
、
現
行
不
動
産
登
記
法
上
(
註
一
エ
〉
土
地
の
定
著
物
に
し
て
土
地
と
猫
立
し
て
設
記
を
認
め
ら
れ
る
も
の
は
建
物
の
み
で
あ
る
か
ら
、
建
物
の
み
が
土
地
と
濁
立
せ
る
不
動
産
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
土
地
の
定
著
物
例
へ
ば
樹
木
'
庭
石
・
石
垣
・
溝
渠
の
如
き
は
、
之
を
土
地
の
構
成
部
分
に
過
ぎ
宇
し
て
民
法
第
八
六
傑
に
所
謂
定
著
物
に
あ
ら
?
と
解
せ
ざ
る
を
口一す
h
t品
、
げ
lo
aF'1!同
J
1
w
唯
こ
』
に
注
意
す
べ
き
は
立
木
法
所
定
の
立
木
の
み
は
、
同
法
の
存
す
る
に
由
っ
て
、
例
外
的
に
之
在
不
動
産
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ハ
諮
問
〉
向
樹
木
・
果
樹
の
果
資
系
羽
葉
に
関
し
て
は
既
に
大
審
院
以
下
の
多
数
の
判
例
〈
註
五
〉
に
依
っ
て
、
夫
々
土
地
叉
は
樹
木
に
附
若
し
た
俵
で
其
の
所
有
権
を
移
時
し
得
べ
き
こ
と
が
慣
習
法
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
所
謂
明
認
方
法
に
依
っ
て
、
土
地
の
所
有
者
以
外
の
者
に
そ
の
所
有
棋
を
移
縛
せ
ら
れ
に
る
樹
木
及
び
樹
木
の
所
有
者
以
外
の
者
に
そ
の
所
有
徳
を
移
持
せ
ら
れ
た
る
来
賓
叉
は
桑
葉
は
之
を
そ
の
附
者
せ
る
土
地
樹
木
と
は
猫
立
せ
る
物
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
ハ
詰
六
U
o
而
し
て
之
等
の
も
の
が
溺
立
せ
る
所
有
権
の
客
躍
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
次
に
之
等
の
も
の
が
動
産
な
り
や
、
不
動
産
な
り
や
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
貼
に
関
し
て
は
之
等
の
も
の
が
、
其
の
所
有
椛
移
轄
の
公
示
方
法
と
し
て
、
動
産
に
於
け
る
が
如
き
引
渡
の
方
法
に
依
ら
な
い
で
、
不
動
産
に
於
け
る
登
記
に
類
似
す
る
所
謂
明
認
方
法
に
依
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
之
等
を
以
て
不
動
産
に
属
す
と
錯
す
を
至
蛍
と
す
る
で
あ
ら
う
o
u
詰
七
〉
向
「
不
動
産
ノ
従
ト
シ
テ
之
-
一
附
合
シ
タ
ル
物
ヘ
例
せ
ば
土
地
に
於
け
る
植
物
庭
石
等
の
如
き
は
土
地
の
構
成
部
分
と
な
り
、
従
っ
て
土
地
の
所
有
椛
に
局
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
唯
之
等
の
も
の
を
他
人
が
、
地
上
様
・
永
小
作
椛
若
く
は
賃
借
様
等
の
模
原
に
因
っ
て
不
動
産
に
附
局
せ
し
め
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
四
二
傑
但
書
の
規
定
に
依
っ
て
、
そ
の
附
局
せ
る
不
動
産
と
は
濁
立
せ
る
物
と
し
て
、
そ
の
模
原
あ
る
他
人
の
所
有
椛
に
屈
す
べ
き
で
あ
る
ハ
詑
入
v
o
而
し
て
此
の
場
合
に
於
て
、
之
等
の
も
の
が
其
の
附
局
せ
る
不
動
産
と
は
獄
立
別
個
の
物
と
し
て
、
動
産
な
り
や
不
動
産
な
り
や
の
貼
に
関
し
て
は
、
之
等
の
中
、
樹
木
又
は
成
熟
せ
る
米
安
等
の
如
く
明
認
方
法
に
依
る
所
有
様
移
柿
刊
を
認
む
べ
き
も
の
は
、
其
の
不
動
産
な
る
こ
と
比
較
的
明
ら
か
で
あ
る
が
、
爾
俄
の
明
認
方
法
に
依
る
所
有
様
移
縛
守
認
め
得
な
い
も
の
に
至
つ
て
は
、
其
の
動
産
に
局
す
る
や
、
勝
叉
不
動
産
に
局
す
る
や
柏
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
併
し
之
竿
も
同
様
に
不
動
産
に
属
す
と
解
す
る
を
以
て
至
蛍
と
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
、
か
。
又
一
ー
一
政
界
線
上
ニ
設
ク
タ
ル
界
際
、
間
降
、
脳
壁
及
ヒ
清
沢
市
」
は
之
等
が
相
隣
者
の
一
人
の
所
有
に
開
局
す
る
場
合
に
於
て
は
、
悶
よ
り
丈
の
土
地
の
一
部
を
成
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
然
ら
守
し
て
相
隣
者
の
共
不
劫
ほ
と
到
底
一
二
五
商
業
と
経
済
一
一
一
大
ら
な
い
。
〈
詰
九
〉
有
に
局
す
る
場
合
に
於
て
は
4
土
地
の
一
部
に
非
宇
し
て
獄
立
の
不
動
産
に
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
相
隣
者
の
一
人
が
共
有
防
壁
の
高
さ
を
増
し
た
る
部
分
に
就
い
て
も
、
此
の
部
分
丈
は
共
有
に
局
し
な
い
で
工
事
を
録
し
た
相
隣
者
の
専
有
に
局
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に
其
の
土
地
又
は
共
有
腕
壁
と
は
〈
詑
一
)
別
個
溺
立
の
不
動
産
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ハ
訟
一
O
〉
後
遺
「
第
五
」
季
限
u
(
詑
二
〉
〈
註
一
ニ
〉
(
詑
四
〉
(
詰
五
〉
(詰ムハ〉
土
地
以
外
の
不
別
法
若
し
く
は
到
底
に
於
て
も
、
一
、
と
し
て
其
の
物
の
保
存
又
は
使
朋
牧
盆
上
一
定
の
空
間
か
嬰
ぜ
ざ
ろ
物
同
な
い
。
例
ぜ
ぽ
建
物
・
書
籍
等
u
故
に
土
的
に
就
い
て
の
み
こ
と
さ
ら
に
地
上
の
空
川
島
も
色
合
す
ろ
も
の
と
対
す
必
要
は
な
い
。
地
上
の
空
間
の
支
配
は
門
前
然
に
地
去
の
支
配
の
中
に
合
ま
れ
ろ
も
の
と
凡
ろ
品
以
て
足
り
ろ
の
で
あ
ろ
。
不
到
底
登
記
法
第
一
阿
保
u
間
後
沈
一
「
第
コ
こ
季
限
u
立
木
法
第
一
保
・
第
二
保
υ
向
後
述
「
第
四
」
委
照
。
此
の
趣
旨
の
列
例
の
主
な
ろ
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
ろ
。
樹
木
に
就
い
て
、
大
森
三
八
・
五
二
五
、
同
大
正
五
・
二
二
一
一
一
、
同
大
正
八
・
一
0
・
三
手
。
樹
木
に
附
荒
ぜ
ろ
ま
、
の
雲
川
密
柑
の
所
有
権
移
時
た
認
め
士
大
森
大
目
玉
・
九
・
二
O
o
桑
樹
に
附
近
ぜ
ろ
ま
為
の
桑
葉
に
就
、
必
ず
大
界
大
正
九
・
五
・
五
。
此
の
駄
に
就
き
列
例
は
終
始
一
貫
し
て
、
之
与
の
場
合
に
於
て
も
向
物
の
一
部
が
濁
立
し
て
所
有
挫
の
目
的
れ
あ
二
と
与
認
め
ら
れ
土
ろ
に
過
U
ず
な
い
と
の
立
場
島
問
守
し
て
お
ろ
o
列
例
川
説
末
弘
博
士
物
位
法
土
谷
二
七
瓦
以
下
。
〈
詑
七
〉
詰
五
に
お
げ
れ
る
桑
葉
に
悶
寸
ろ
大
森
大
正
九
・
五
・
玉
は
「
土
地
ノ
定
着
物
タ
ル
桑
樹
ト
一
樫
ヲ
成
ス
ヲ
以
テ
純
然
タ
ル
到
産
ニ
ア
ラ
メ
ト
雌
モ
天
然
m祝
賀
ハ
其
定
着
ス
ル
土
地
又
ハ
草
木
ヨ
リ
分
別
V
濁
立
ノ
物
ト
V
テ
買
買
取
引
ノ
目
的
ト
潟
ス
ヨ
ト
ヲ
得
べ
グ
止
揚
合
二
於
ケ
ル
来
安
ρ
未
ダ
樹
投
ト
分
離
セ
ラ
V
ザ
ル
以
前
ヨ
リ
一
耗
ノ
到
底
ト
vγ
テ
取
扱
ρ
u
w
h
w
ヨ
ト
ヲ
妨
ゲ
メ
」
云
々
と
言
っ
て
、
桑
葉
に
就
い
て
之
島
不
動
産
よ
り
も
寧
ろ
劫
産
に
混
き
も
の
と
解
し
て
お
あ
。
又
大
容
昭
二
・
入
・
入
口
、
成
熟
期
に
誌
ぜ
L
稲
毛
た
濁
立
の
到
底
左
凡
て
、
第
一
九
二
僚
に
依
ろ
即
時
取
得
ら
認
め
士
。
列
例
同
設
近
政
教
授
詰
特
日
本
民
法
総
則
編
第
二
七
四
頁
Q
(
訟
八
〉
氏
法
第
二
四
二
伐
「
不
動
産
ノ
所
有
者
ハ
其
不
到
底
ノ
従
ト
V
テ
之
二
附
合
V
H
F
V
物
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
但
擢
原
一
一
因
リ
テ
其
物
ヲ
附
民
セ
V
メ
タ
ル
他
人
ノ
挫
利
ヲ
妨
ケ
ス
」
氏
法
第
二
二
九
係
は
、
「
閉
山
界
線
上
ニ
設
ケ
タ
ル
界
椋
、
国
降
、
防
壁
及
ヒ
山
梨
ハ
相
隣
者
ノ
共
有
-
一
回
ス
ル
モ
ノ
ト
推
定
ス
」
と
規
定
し
て
、
之
等
の
も
の
が
相
隣
者
の
共
宥
に
屈
す
ろ
坊
人
口
の
存
す
あ
こ
と
た
設
想
し
て
お
ち
。
(
詰
一
O
〉
民
法
第
一
二
一
二
除
第
一
項
本
文
は
「
相
隣
者
ノ
一
人
ρ
共
有
ノ
附
壁
p
市
サ
ヲ
噌
ス
ヨ
ト
ヲ
得
」
ろ
旨
た
定
め
、
而
し
て
同
係
第
二
項
に
が
、
て
斗
前
項
ノ
規
定
一
一
依
リ
一
Tm壁
ノ
お
サ
ヲ
帯
ジ
タ
uw
部
分
ρ
主
工
事
ヲ
知
M
V
タ
ル
者
ノ
専
有
一
一
局
ス
」
L
」
局
し
て
、
本
来
物
の
一
部
に
泊
ぃ
マ
ぎ
ろ
も
の
が
宅
街
立
l
て
所
有
挫
の
客
位
土
リ
得
る
坊
合
の
存
寸
あ
こ
L
」
岳
、
明
丈
島
以
て
認
め
て
お
ろ
。
(
誌
九
〉
信
仰
建
物
不
動
産
登
記
法
第
十
四
傑
第
一
項
は
、
「
登
記
簿
ハ
土
地
登
記
簿
及
ヒ
建
物
登
記
簿
ノ
二
種
ト
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
故
に
民
法
第
八
六
佼
に
所
前
土
地
の
定
著
物
に
し
て
土
地
と
溺
立
せ
る
不
動
産
た
る
も
の
は
建
物
の
み
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
土
地
の
定
著
物
は
同
傑
に
所
謂
土
地
の
定
者
物
に
は
あ
ら
中
し
て
、
土
不
動
産
と
勤
庄
一
二
七
商
業
と
経
昨
一
二
八
地
そ
の
も
の
の
構
成
部
分
を
成
す
も
の
と
・
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
建
物
は
土
地
と
は
遠
っ
て
、
文
の
如
何
な
る
範
園
を
以
て
一
個
の
不
動
産
を
構
成
す
る
か
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
J
而
し
て
一
棟
の
建
物
は
通
常
全
憶
を
以
て
一
個
の
不
動
産
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
棟
の
建
物
の
一
部
分
の
み
を
以
て
濁
立
し
て
建
物
と
し
て
の
経
済
的
放
用
を
有
す
る
場
合
に
於
て
は
、
一
棟
の
建
物
在
区
分
し
て
数
人
が
各
其
の
一
部
を
所
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
〈
詑
一
)
、
此
の
場
合
は
其
の
各
一
部
が
濁
立
せ
る
，
不
動
産
と
し
て
、
桜
利
の
客
健
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
て
建
物
の
共
用
部
分
が
井
、
の
数
人
の
共
有
に
局
す
る
と
き
は
、
北
の
共
有
の
部
分
の
み
夫
々
濁
立
せ
る
不
向
此
の
場
合
に
於
動
産
を
構
成
す
る
。
ハ
詑
二
〉
最
後
に
民
法
第
八
六
傑
第
三
項
は
、
「
無
記
名
債
楳
ハ
之
テ
動
産
ト
者
倣
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
之
無
記
名
債
模
及
び
無
記
名
債
樫
上
の
質
植
の
設
定
釦
行
使
・
底
分
等
は
詮
券
の
呈
示
芳
く
は
引
渡
と
件
ふ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
之
を
法
律
上
動
産
と
同
様
の
取
扱
に
服
せ
し
め
る
を
以
て
便
宜
と
鍔
す
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
無
記
名
債
桜
は
其
の
本
質
は
飽
く
ま
で
請
求
様
で
あ
り
、
俄
令
法
律
上
の
取
扱
に
於
て
全
く
動
産
と
兵
る
所
無
き
も
、
命
動
産
に
あ
ら
守
し
て
債
械
の
一
種
た
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
民
法
第
二
O
入
保
は
、
「
数
人
一
一
テ
一
棟
ノ
建
物
ヲ
区
分
ジ
各
北
二
部
ヲ
所
有
ス
W
ト
キ
ハ
」
云
々
と
規
定
し
て
、
数
人
が
一
一
概
の
ハ
詰
一
〉
建
物
の
各
一
部
宛
在
所
有
す
ろ
場
合
品
川
河
想
し
て
お
ろ
。
之
氏
法
が
物
の
一
部
に
就
争
所
宥
棋
の
成
立
与
認
め
ろ
額
者
な
ろ
一
例
で
わ
る
。
而
し
て
民
法
自
身
は
別
に
明
言
し
て
お
な
い
が
、
此
の
場
合
に
於
て
は
其
の
各
一
部
分
の
み
に
て
濁
立
し
て
建
物
と
し
て
の
経
済
的
設
用
た
有
す
ろ
た
必
要
と
す
と
解
し
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
蓋
し
然
ら
ざ
あ
場
合
に
ま
で
止
の
こ
と
在
認
め
ろ
の
は
宥
害
・
佃
…
盆
村
れ
か
ら
で
あ
る
。
大
容
大
正
五
二
了
二
九
は
「
区
分
所
有
搭
ヲ
認
ム
hw
ハ
一
一
概
ノ
建
物
中
区
分
セ
ラ
ν
タ
uw
部
分
ノ
ミ
ニ
テ
濁
立
ノ
建
物
ト
同
一
ナ
b
w
経
済
上
ノ
設
用
ヲ
全
フ
ス
ル
亭
ヲ
得
ル
場
合
一
一
m以
前
w
モ
ノ
ニ
V
テ
其
部
分
ず
他
ノ
部
分
ト
併
合
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
建
物
タ
ル
設
用
ナ
キ
ト
キ
ρ
一
一
棟
ノ
建
物
ト
V
テ
所
有
搭
ノ
目
的
H
炉
心
W
ベ
キ
モ
各
部
分
ニ
付
区
分
所
宥
搭
ヲ
認
ム
ベ
キ
一
一
ア
ラ
メ
」
と
一
古
っ
て
此
の
趣
旨
た
明
言
し
て
お
ろ
。
〈
詰
ニ
〉
民
法
第
二
O
入
依
第
一
項
「
数
人
ニ
テ
一
棟
ノ
建
物
ヲ
区
分
V
各
其
一
部
ヲ
所
有
ス
ル
ト
キ
戸
建
物
及
ピ
其
附
属
物
ノ
共
用
部
分
ハ
其
共
有
ニ
届
ス
ル
号
ノ
ト
推
定
ス
0
」
附
日
刷
物
ハ
従
物
〉
は
常
に
主
物
と
は
濁
立
別
仰
の
物
で
わ
ろ
か
ら
、
夫
々
本
来
の
性
質
に
臆
じ
て
、
例
へ
ぽ
便
所
の
如
き
は
不
動
産
に
し
て
‘
ゴ
ミ
箱
の
如
き
は
到
底
で
あ
り
、
此
の
場
合
に
於
て
も
別
に
問
題
存
生
じ
な
い
。
第
四
立
木
民
法
第
八
六
候
第
一
項
は
「
土
地
及
其
定
著
物
ハ
之
ラ
不
動
産
ト
ス
」
と
規
定
す
る
に
止
ま
り
、
如
何
な
る
も
の
が
土
地
の
定
者
物
と
し
て
土
地
と
は
溺
立
せ
る
不
動
産
た
り
得
る
か
に
就
い
て
は
、
何
等
之
在
明
ら
か
に
す
る
所
が
な
い
。
然
る
に
不
動
産
登
記
法
第
十
四
傑
は
不
動
産
登
記
簿
と
し
て
、
土
地
登
記
簿
及
び
建
物
登
記
簿
の
二
種
以
外
は
之
守
認
め
て
ゐ
な
い
か
ら
、
民
法
第
八
六
傑
第
二
項
と
不
動
産
登
記
法
第
十
四
傑
と
を
綜
合
し
て
考
ふ
る
と
き
は
、
現
行
法
上
土
地
の
定
著
物
に
し
て
、
土
地
と
獄
立
し
て
不
動
産
た
る
不
動
産
と
動
産
一
二
九
商
業
と
経
済
一
三
O
も
の
は
、
建
物
以
外
に
は
存
在
し
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
然
ら
ざ
る
こ
と
は
既
に
上
述
せ
る
所
に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
而
し
て
成
文
法
亦
建
物
以
外
に
、
土
地
の
定
著
物
に
し
て
土
地
と
溺
立
せ
る
不
動
産
の
存
す
る
こ
と
を
明
文
を
以
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
立
木
法
(
註
一
〉
に
依
れ
ば
、
同
法
に
所
謂
立
木
印
ち
二
笠
・
ノ
土
地
叉
ハ
一
筆
ノ
土
地
ノ
一
部
分
ニ
植
栽
ニ
依
リ
生
立
セ
シ
メ
タ
ル
樹
木
ノ
集
国
ニ
シ
テ
其
ノ
所
有
者
カ
本
法
-
一
依
リ
所
有
様
保
存
ノ
登
記
テ
受
ク
タ
ル
モ
ノ
」
八
註
二
〉
は
同
法
第
二
傑
に
於
て
「
不
動
産
ト
者
倣
」
さ
れ
て
ゐ
る
。
前
の
民
法
第
八
六
傑
第
項
及
び
不
動
産
登
記
法
第
十
四
傑
と
此
の
規
定
の
文
ニ
一
一
口
と
よ
り
す
れ
ば
、
我
が
法
制
は
土
地
と
建
物
の
み
を
獄
立
の
不
動
産
と
儒
し
、
立
木
法
に
所
謂
立
木
の
如
き
は
唯
便
宜
的
に
法
律
上
獄
・
正
の
不
動
産
と
し
て
取
扱
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
解
し
得
ら
れ
な
い
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
立
法
者
の
な
岡
山
は
資
に
此
虞
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き
は
何
等
の
理
由
な
き
区
別
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
立
木
法
所
定
の
立
木
は
所
有
様
保
存
の
設
記
を
受
け
た
る
も
の
に
限
り
、
而
も
之
に
閲
す
る
物
椛
幾
動
に
就
い
て
は
獄
立
の
登
記
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
登
記
登
録
の
認
否
を
以
て
動
産
不
動
産
を
決
す
る
吾
人
の
見
解
に
従
へ
ば
、
之
を
純
然
大
る
不
動
産
と
解
し
て
竜
も
妨
け
な
い
。
(
詰
一
〉
明
治
四
二
年
四
月
五
日
公
布
法
律
第
二
二
披
「
立
木
に
闘
す
ろ
法
律
、
明
治
問
三
年
勅
令
第
-
コ
二
競
島
以
て
何
年
五
月
二
O
日
よ
り
施
行
ぜ
ら
ろ
。
〈
誌
ニ
〉
立
木
法
第
一
保
は
同
訟
に
所
謂
立
木
恥
定
義
し
て
日
く
、
「
本
法
二
一
於
テ
立
木
ト
稀
ス
U
W
ハ
一
筆
ノ
土
地
又
ハ
一
筆
ノ
土
地
ノ
一
部
分
ニ
杭
栽
ニ
依
可
，
生
立
セ
M
V
メ
H
4
h
w
樹
木
ノ
集
国
ニ
ジ
テ
其
ノ
所
有
者
力
本
法
ニ
依
リ
所
有
様
保
存
ノ
登
記
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
剖
フ
」
第
五
鎖
区
以
上
不
動
産
と
し
て
掲
け
た
る
も
の
は
、
総
べ
て
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
で
あ
る
。
然
ら
ば
共
に
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
に
不
動
産
た
る
も
の
は
之
を
認
め
得
ざ
る
や
と
謂
ふ
に
、
民
法
第
八
六
傑
は
ぺ
土
地
及
ヒ
其
定
著
物
ハ
総
テ
之
ラ
不
動
産
ト
ス
此
他
ノ
物
ハ
総
テ
之
ラ
動
産
ト
ス
」
と
云
っ
て
、
土
地
及
ひ
土
地
の
定
著
物
以
外
に
不
動
産
た
る
も
の
は
之
を
認
め
ざ
る
が
如
き
口
吻
を
漏
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
と
不
動
産
登
記
法
第
一
四
傑
及
び
立
木
法
第
二
傑
を
比
岡
山
す
る
と
き
は
、
我
が
成
法
上
不
動
産
た
る
も
の
は
土
地
及
び
建
物
の
二
者
に
限
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
其
の
然
ら
ざ
る
こ
と
は
既
に
論
述
せ
る
所
に
依
つ
て
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
克
に
一
歩
を
進
め
て
、
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
に
於
て
、
不
動
産
に
局
す
る
も
の
は
無
き
ゃ
と
・
謂
ふ
に
、
民
法
第
八
六
傑
は
上
述
の
如
く
、
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
の
物
は
悉
く
之
を
動
産
と
屈
却
す
旨
明
言
し
、
且
鏡
業
法
・
漁
業
法
・
般
始
、
法
・
商
法
・
航
空
法
等
民
法
以
外
の
法
律
が
夫
々
綴
業
桜
・
漁
業
椛
加
舶
・
航
空
機
等
に
就
き
、
不
動
産
若
し
く
は
不
動
産
物
族
同
様
の
取
扱
冶
認
め
ん
と
す
る
に
蛍
つ
で
も
、
せ
い
ん
¥
「
鎖
業
椛
ハ
物
椛
ト
シ
不
動
産
-
一
関
ス
ル
規
定
ラ
準
用
ス
」
ハ
銀
以
来
法
第
一
五
係
〉
乃
至
不
勤
産
と
到
底
一一
一
商
業
主
経
沼
は
「
漁
業
椛
ハ
物
椛
ト
者
倣
シ
土
地
-
一
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
ハ
漁
業
法
第
七
係
〉
と
云
ふ
が
如
き
規
定
冶
設
け
る
に
止
ま
り
、
簡
明
直
裁
に
其
の
不
動
産
な
る
旨
を
明
定
す
る
も
の
は
一
と
し
て
之
を
見
な
い
。
以
て
立
法
者
の
意
思
の
那
蓬
に
存
す
る
や
を
窺
知
す
る
に
足
り
る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
法
律
の
丈
一
一
員
に
依
っ
て
、
我
が
現
行
法
上
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
に
不
動
産
た
る
も
の
無
し
と
一
慨
に
断
定
す
る
こ
と
を
n干
す
片
品
ハ
o
，k
d
I
-
J
l
、
何
と
な
れ
ば
、
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
に
不
動
産
た
る
も
の
無
し
と
鍔
す
が
如
き
は
、
徒
ら
に
「
不
動
産
と
は
自
由
に
其
の
所
在
在
移
轄
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
」
と
云
ふ
因
襲
的
迷
妄
に
修
者
す
る
も
の
で
あ
り
、
吾
人
の
到
底
採
る
在
得
な
い
所
で
あ
る
。
吾
人
の
主
張
す
る
が
如
く
勤
・
産
・
不
動
産
の
匝
別
は
宜
し
く
登
記
登
録
の
詐
否
を
以
て
決
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
仮
令
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
の
物
で
あ
っ
て
も
、
共
の
法
律
的
取
扱
上
宅
も
之
と
具
ら
ぎ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
尚
之
を
以
て
不
動
産
な
り
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
民
法
第
八
六
傑
が
「
土
地
及
ヒ
其
定
著
物
ハ
之
テ
不
動
産
ト
ス
此
他
ノ
物
ハ
線
一
プ
之
ヲ
動
産
ト
ス
」
と
鍔
す
が
如
、
き
は
、
其
の
他
の
法
律
が
不
動
産
と
鍔
す
も
の
も
亦
不
動
産
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
物
が
動
産
で
あ
る
の
怠
に
解
し
て
何
等
の
支
障
を
見
な
い
。
然
ら
ば
失
に
斯
か
る
見
地
に
立
っ
て
土
地
及
び
土
地
の
定
著
物
以
外
に
不
動
産
た
る
も
の
あ
り
や
否
ゃ
を
探
究
す
る
に
、
先
づ
問
題
と
な
る
の
は
鏡
業
法
に
所
謂
鍍
国
で
あ
る
。
鎖
直
と
は
「
鍍
業
樫
ノ
登
録
ラ
得
タ
ル
土
地
ノ
匝
域
」
で
あ
る
〈
註
一
V
o
而
し
て
鍍
業
模
と
は
、
鎖
直
に
於
て
鋳
物
の
試
掬
刷
採
掘
を
匁
す
権
利
を
謂
ふ
。
印
ち
我
が
現
行
法
の
立
前
は
、
一
定
の
地
域
に
付
い
て
利
盆
享
受
を
匁
す
こ
と
を
内
容
と
す
る
椛
利
と
し
て
所
有
椛
以
下
の
一
般
不
動
産
物
植
を
認
め
乍
ら
、
銀
物
に
関
す
る
利
盆
享
交
の
み
は
他
の
利
盆
享
受
と
切
り
離
し
て
、
一
方
に
於
て
一
般
不
動
産
物
楳
を
認
め
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
鍍
物
の
抑
制
採
を
目
的
と
す
る
権
利
と
し
て
、
銀
業
植
な
る
も
の
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
じ
地
球
の
表
面
在
、
一
方
に
於
て
は
一
般
の
利
盆
享
交
を
標
準
と
し
て
区
劃
し
、
之
を
土
地
と
都
し
、
他
方
に
於
て
は
鍍
物
の
掘
採
を
標
準
と
し
て
匝
剖
し
、
之
そ
綴
匝
と
稀
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
綴
匝
は
民
法
第
八
六
傑
に
所
・
謂
「
土
地
」
で
は
な
い
。
「
物
」
な
る
こ
と
は
竜
も
疑
問
の
係
地
が
な
い
〈
誌
二
〉
0
併
し
乍
ら
命
民
法
第
八
五
傑
に
所
詰
而
し
て
鏡
業
様
及
び
鏡
業
排
他
上
の
抵
蛍
楼
ハ
詰
三
〉
の
得
喪
畿
支
は
之
を
銃
業
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
を
要
し
、
然
ら
.
ざ
れ
ば
物
椛
受
動
は
妓
カ
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
ハ
詮
凶
〉
O
斯
様
に
鍍
業
棋
は
そ
の
法
律
的
取
扱
よ
り
す
れ
ば
、
一
般
不
動
産
物
桜
と
多
く
異
る
所
無
く
、
従
っ
て
其
の
目
的
た
る
綴
匝
は
之
を
不
動
産
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
之
鏡
業
法
第
一
五
傑
が
「
鏡
業
権
ハ
物
紘
ト
シ
不
動
産
一
一
関
ス
ル
規
定
テ
準
用
ス
」
と
規
定
せ
る
所
以
で
あ
る
。
さ
て
上
述
の
如
く
、
銭
匝
を
以
て
鏡
業
穫
の
容
館
大
る
不
動
産
と
解
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
此
慮
に
問
題
と
な
る
の
は
鏡
業
法
第
三
傑
で
あ
る
。
鏡
業
法
第
三
傑
は
↓
未
タ
掘
採
セ
サ
ル
鍍
物
八
疲
鋭
及
鍛
路
ヲ
合
ム
〉
ハ
図
ノ
所
有
ト
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
之
民
法
第
二
三
九
傑
が
「
抱
一
主
ノ
動
・
産
ハ
所
有
ノ
意
思
テ
以
テ
之
テ
不
動
産
と
勤
法
一一
一一
商
業
と
経
済
一
三
間
占
有
ス
ル
ニ
因
リ
テ
其
所
有
権
テ
取
得
ス
無
主
ノ
不
動
産
ハ
図
庫
ノ
所
有
-
一
局
ス
」
と
規
定
し
て
、
無
主
の
動
産
に
就
い
て
は
先
占
に
依
る
所
有
様
取
得
を
認
め
乍
ら
、
無
主
の
不
動
産
に
就
い
て
は
之
を
認
め
宇
し
て
、
図
庫
の
所
有
に
局
す
る
も
の
と
鍔
せ
る
と
同
じ
く
、
岡
家
経
済
上
の
埋
由
に
基
い
て
未
採
掘
の
鍍
物
を
図
家
の
所
有
に
部
局
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
傑
が
未
知
採
の
鎖
物
を
閣
の
所
有
棋
の
客
位
と
震
せ
る
よ
り
見
る
と
き
は
、
之
以
外
に
変
に
鍍
匝
在
以
て
銭
業
椛
の
客
踏
た
る
不
動
産
と
解
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
到
底
之
在
認
め
る
こ
と
を
得
な
い
か
の
如
、
き
疑
を
存
す
る
。
併
し
乍
ら
之
鍍
山
は
前
述
の
如
4
一
鍍
業
樫
ノ
登
録
ヲ
得
タ
ル
土
地
ノ
区
域
」
に
し
て
.
従
っ
て
鍍
業
椛
の
登
録
の
末
、
に
存
せ
ざ
る
限
句
、
鍍
匿
な
る
も
の
も
亦
之
を
認
め
得
ざ
る
が
放
に
、
鍍
業
法
第
三
傑
は
未
抑
制
採
鍍
物
を
以
て
図
の
所
有
様
の
客
鰹
と
匁
せ
る
も
の
で
あ
り
、
且
前
に
述
べ
大
る
が
如
く
鍍
業
棋
に
於
け
る
綴
匹
は
、
一
般
不
動
産
物
件
に
於
け
る
土
地
に
該
常
す
る
も
の
な
る
貼
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
鍍
区
を
以
て
銭
業
椛
の
客
憶
に
る
不
動
産
と
解
す
る
に
何
等
の
妨
け
な
い
え
註
五
)
向
鎖
業
法
第
二
傑
は
、
「
本
法
-
一
於
一
プ
鍍
物
ト
稀
ス
ル
ハ
金
銀
、
銀
鏡
、
銅
鏡
、
鉛
鏡
、
蒼
鉛
鏡
、
錫
銭
安
質
母
尼
鏡
、
水
銀
銭
、
亜
鉛
鋭
、
銭
炉
、
硫
化
銭
鏡
、
格
魯
談
鍛
銀
、
満
俺
鏡
、
重
石
鎖
、
水
鉛
緒
、
枇
鏡
、
燐
鏡
、
黒
鉛
、
石
炭
、
亜
炭
、
石
油
、
土
涯
点
円
及
硫
黄
ヲ
諮
フ
但
シ
砂
鍍
ハ
此
ノ
限
一
一
在
-
フ
ス
合
油
居
ト
密
接
ノ
関
係
ア
ル
可
燃
質
天
然
瓦
斯
ハ
之
ヲ
石
油
ト
者
倣
ス
、
但
シ
工
業
用
其
ノ
他
ノ
管
利
ヲ
目
的
ト
セ
ス
シ
テ
躍
-
一
一
家
ノ
白
用
一
一
供
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
法
ヲ
遁
用
セ
ス
」
と
規
定
す
る
が
故
に
、
之
等
の
鏡
物
の
み
が
土
地
物
権
の
支
配
に
服
せ
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
之
以
外
の
銭
物
例
へ
ば
桂
石
の
如
き
は
鍍
業
法
の
遁
用
な
く
、
従
っ
て
向
土
地
の
構
成
部
分
に
し
て
、
採
掘
せ
ら
れ
る
迄
は
獄
立
の
物
と
は
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
砂
鎖
法
(
詑
ム
ハ
〉
第
三
傑
は
「
本
法
一
一
於
テ
砂
鍍
匝
ト
稀
ス
ル
ハ
砂
鍍
樫
ノ
登
録
ヲ
得
タ
ル
土
地
ノ
匝
域
ヲ
謂
フ
」
と
規
定
し
て
、
鍛
業
法
に
於
け
る
と
全
く
同
様
に
砂
鍍
区
を
客
躍
と
す
る
砂
鍍
植
を
認
め
て
ゐ
る。
放
に
砂
銭
区
も
亦
鍛
匝
と
同
じ
く
不
動
産
に
局
す
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
註
七
〉
ハ
詰
一
〉
〈
詰
ニ
〉
鉱
業
法
第
九
伐
ぺ
・
不
法
ニ
於
テ
鍛
医
ト
部
ス
ル
ハ
一
銭
業
推
ノ
詳
4
銭
ヲ
符
タ
ル
土
地
ノ
区
域
ヲ
謂
フ
」
反
町
、
末
弘
博
士
物
挫
法
上
巻
第
二
六
、
七
頁
。
博
士
は
「
鉱
区
は
同
じ
く
地
去
の
区
割
に
は
遼
ひ
な
い
が
、
民
法
第
八
十
六
除
に
所
詞
土
地
で
は
な
く
、
従
っ
て
銃
入
十
五
俗
に
所
謂
物
で
も
な
い
」
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
o
rが
土
地
で
な
い
か
ら
を
謂
っ
て
、
〈
誌
三
)
物
で
も
な
い
左
解
す
ろ
理
由
は
何
庭
に
も
在
在
し
な
い
の
で
あ
る
o
同
法
第
一
七
係
は
「
銑
業
挫
ハ
相
続
、
譲
渡
、
滞
納
底
分
及
強
制
執
行
ノ
目
的
H
F
V
ノ
外
権
利
ノ
目
的
タ
ル
ヨ
子
フ
得
ス
但
V
採
掘
擢
ハ
抵
常
挫
ノ
日
的
ト
潟
ス
F
ト
ヲ
得
」
ろ
旨
た
規
定
じ
、
銀
業
躍
の
中
採
抗
搭
に
就
い
て
の
み
、
抵
官
挫
の
設
定
た
詳
し
て
お
ろ
o
従
っ
て
武
知
能
は
之
島
抵
門
的
権
の
目
的
と
涜
す
こ
と
恥
得
な
い
。
〈
詰
問
〉
銀
業
法
第
一
九
保
は
「
鉱
業
能
及
抵
常
陸
ノ
設
定
、
鐙
克
、
移
時
、
消
滅
蛇
底
分
ノ
制
限
ハ
鎖
業
原
簿
一
一
月
q.
銭
ス
共
同
鏡
業
樺
者
ノ
股
迅
ニ
付
一
ア
モ
亦
同
ジ
」
一
宮
々
と
規
定
し
、
同
第
二
O
係
は
、
「
前
伐
第
一
項
一
一
拐
ク
タ
ル
事
項
ハ
相
続
、
期
限
ノ
到
来
一
一
因
ル
鉱
業
権
ノ
泊
、
減
位
第
四
十
二
伐
及
第
四
十
一
二
傍
ノ
政
資
ノ
坊
合
ヲ
除
グ
ノ
外
登
銭
ヲ
特
例
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
其
ノ
殺
力
ヲ
生
セ
」
ぎ
あ
旨
た
定
め
て
ね
る
句
。
不
、
動
産
と
勤
産
一
三
五
〈
詰
五
〉
(
註
山
ハ
〉
ハ
註
七
) 商
業
と
経
済
一一一二ハ
銀
業
法
第
三
伐
に
依
っ
て
図
の
所
有
に
属
す
と
ぜ
ら
ろ
、
未
掘
採
の
鈍
物
も
亦
之
島
問
立
の
不
到
底
と
解
す
べ
き
で
わ
ろ
。
同
設
我
妻
氏
民
法
総
則
第
三
二
七
頁
、
反
封
還
時
氏
前
拐
第
二
七
二
一
良
。
涯
藤
氏
は
動
産
な
リ
と
ぜ
ら
ろ
。
大
者
、
大
E
五
二
ニ
・
七
、
民
銀
第
五
一
六
頁
は
濁
立
の
物
と
な
す
も
、
不
動
産
と
見
ろ
ぺ
き
や
、
動
産
と
凡
ろ
.
へ
き
や
口
明
言
し
て
お
な
い
。
向
遁
設
は
未
招
採
の
鎖
物
為
し
て
濁
り
図
の
所
有
権
の
み
な
ら
ず
、
鍛
業
擢
の
客
位
、
砲
も
構
成
す
左
潟
寸
'
も
の
、
如
く
で
あ
ろ
リ
一
般
不
動
産
物
権
の
場
合
に
於
て
は
地
表
の
匹
釣
士
ろ
土
地
た
以
て
そ
の
客
位
と
し
な
が
ら
、
鋭
業
躍
の
場
合
に
於
て
は
地
去
の
区
割
士
ろ
鉱
区
に
わ
ら
ざ
ろ
鈍
物
た
以
て
そ
の
客
位
と
寸
ろ
貼
に
が
、
て
均
衡
か
得
ぎ
ろ
と
共
に
、
此
の
設
に
依
ろ
と
告
は
試
掘
の
結
果
鎖
物
の
琵
凡
ぜ
ら
れ
ず
リ
L
場
合
に
於
て
は
、
試
拐
措
も
存
在
ぜ
ざ
り
し
も
の
と
解
ぜ
ざ
る
た
得
な
い
と
云
ふ
不
営
な
結
果
た
生
?
ろ
。
又
鍛
物
島
以
て
鎖
業
躍
の
客
間
六
ろ
も
の
と
す
れ
ぼ
、
鎖
業
樫
者
は
鎖
物
に
就
い
て
は
阜
に
之
島
掘
採
し
符
4
0
撰
利
島
有
す
ろ
に
止
ま
り
、
之
島
呪
に
支
削
し
得
ろ
措
利
島
有
す
る
も
の
に
わ
ら
ず
。
呪
に
支
配
し
得
ろ
者
は
即
ち
所
有
擢
者
六
ろ
悶
家
で
わ
ろ
か
ら
鎖
措
別
措
日
物
拙
に
わ
ら
ず
し
℃
早
な
ろ
物
擢
以
得
擢
と
い
ふ
可
能
擢
若
し
く
は
形
成
躍
に
過
U
ぜ
ざ
る
も
の
と
解
す
ろ
の
外
は
な
い
‘
、
と
に
な
ろ
。
然
ろ
左
告
は
「
鉱
業
槌
《
物
擢
ト
V
」
と
規
定
す
ろ
釘
業
法
第
一
五
僚
の
趣
旨
に
も
反
す
ろ
こ
と
に
な
ろ
。
末
弘
博
士
が
鎖
国
為
以
て
鋭
業
躍
の
客
位
と
ぜ
ら
ろ
、
は
前
越
の
如
く
で
あ
ろ
Q
唯
博
士
は
鎖
医
島
以
て
濁
リ
不
動
産
に
非
ぎ
る
の
み
な
ら
ず
、
物
に
も
わ
ら
ず
と
ぜ
ら
れ
ろ
貼
に
於
て
、
卑
見
と
著
し
く
呉
ろ
。
近
藤
氏
前
拐
第
二
七
ニ
頁
口
、
「
鎖
業
法
一
五
除
に
よ
り
不
動
産
に
屈
す
と
は
不
可
解
で
あ
ろ
。
銀
業
躍
も
亦
不
到
底
と
解
す
ペ
ミ
マ
で
あ
ろ
0
」
と
ぜ
ら
ろ
お
も
、
能
利
が
明
治
四
二
年
三
月
二
五
日
公
布
同
年
法
律
第
一
三
技
。
同
年
七
月
一
日
よ
リ
施
行
ο
銑
業
法
第
三
保
の
却
を
、
未
採
取
砂
鍛
た
図
・
抵
の
所
有
に
局
ぜ
し
め
ろ
旨
の
規
定
舟
設
げ
ず
且
第
二
三
伐
に
依
っ
て
鉱
業
訟
の
多
政
の
規
定
た
準
府
す
べ
き
も
の
と
定
め
乍
ら
、
同
法
第
三
僚
は
之
島
準
用
し
て
ね
な
い
が
、
鉱
物
と
巽
の
取
扱
奇
異
な
ら
し
め
る
理
由
は
な
い
か
ら
、
向
同
法
第
三
保
の
類
推
沼
周
わ
る
も
の
と
解
す
ぺ
告
で
あ
る
。
第
六
j魚
J.H 
A弱
漁
獄
は
公
共
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
水
面
に
於
け
る
と
私
の
水
面
に
於
け
る
と
に
依
っ
て
、
其
の
法
律
的
性
質
を
具
に
す
る
。
(
註
一
〉
私
の
水
面
一
一
私
川
等
)
に
於
け
る
漁
獄
に
就
い
て
は
、
本
来
水
面
は
民
法
第
八
六
傑
に
所
謂
土
地
で
あ
っ
て
、
土
地
の
所
有
者
は
土
地
に
付
い
て
一
切
の
利
盆
享
受
守
層
却
し
得
る
も
の
な
る
が
故
に
、
総
獄
も
亦
そ
の
楳
利
に
局
す
る
も
の
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
え
詑
ニ
〉
之
に
反
し
て
公
共
の
用
に
供
す
る
水
函
館
泌
・
公
川
等
~
に
於
け
る
漁
獄
は
一
般
人
の
自
由
に
錦
し
得
る
所
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
之
通
常
の
ぬ
獄
に
限
り
、
公
用
水
面
に
於
て
特
別
の
方
法
を
以
て
匁
さ
れ
る
・
漁
船
湖
、
例
へ
ば
漁
具
を
定
置
し
(
定
置
漁
業
)
又
は
水
面
、
な
匝
割
し
f
匝
劃
漁
業
)
若
く
は
水
面
を
専
用
じ
(
専
用
漁
業
)
其
の
他
特
別
の
方
法
を
以
て
匁
さ
れ
る
・
漁
業
(
特
別
・
漁
業
)
に
就
い
て
は
、
之
を
鍔
さ
ん
と
す
る
者
は
特
に
其
の
権
利
を
奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ハ
詰
三
〉
。
之
印
ち
漁
業
穫
で
あ
る
。
然
ら
ば
失
に
何
を
以
て
漁
業
椛
の
客
館
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
上
に
漣
べ
た
る
が
如
く
、
漁
業
楳
不
動
産
と
勤
佳
一
三
七
商
業
と
経
済
一
三
八
は
公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
に
於
て
発
詐
を
得
た
る
種
類
の
漁
業
を
な
す
様
利
で
あ
る
。
故
に
漁
業
の
居
局
さ
れ
る
公
用
水
而
を
以
て
、
漁
業
椛
の
客
位
た
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
漁
業
模
の
容
態
た
る
会
用
水
面
を
稽
し
て
漁
場
と
云
ふ
。
或
は
漁
業
樫
の
客
憶
は
漁
場
に
非
示
し
て
水
産
物
な
り
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
鍍
業
棋
の
客
胆
胞
が
未
掘
採
焼
物
に
非
守
し
て
鍍
区
な
る
に
比
す
る
と
き
は
、
漁
業
模
に
就
い
て
も
漁
場
を
以
て
そ
の
客
鐙
を
震
す
を
相
常
と
す
べ
く
、
叉
水
産
物
を
以
て
漁
業
椛
の
客
位
を
錯
す
と
き
は
、
一
尚
一
漁
場
内
に
水
産
物
(
例
へ
ば
魚
類
)
な
き
場
合
若
し
く
は
な
き
に
至
り
し
場
合
に
は
、
漁
業
構
も
後
生
せ
示
、
若
し
く
は
消
滅
し
し
た
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
一
一
一
一
日
ふ
奇
妙
な
る
結
果
に
立
ち
至
る
(
諮
問
〉
。
叉
漁
場
在
以
て
漁
業
構
の
客
健
な
り
と
解
す
る
方
が
、
泌
業
構
に
就
き
「
土
地
-
一
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
る
趣
旨
に
適
合
す
る
の
で
あ
り
、
夏
，
に
水
産
物
を
以
て
漁
業
構
の
客
憶
と
儒
す
と
き
は
、
宛
か
も
未
掘
採
鋳
物
を
以
て
鍍
業
機
の
客
健
を
鴛
す
と
同
じ
く
(
註
五
円
漁
業
様
者
は
現
在
水
産
に
封
し
て
何
等
支
配
を
及
除
し
得
る
も
の
に
あ
ら
守
、
唯
之
を
漁
獄
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
勝
来
水
産
物
の
所
有
様
冶
取
得
し
得
る
所
諒
物
椛
取
得
椛
な
る
形
成
椛
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
之
等
の
鈷
よ
り
考
ふ
る
と
き
は
、
漁
場
を
以
て
漁
場
権
の
容
鰭
た
る
も
の
と
解
す
る
の
が
至
蛍
と
思
は
れ
る
。
上
述
の
如
く
漁
業
楼
の
客
般
は
漁
場
で
あ
る
。
而
し
て
漁
場
は
公
用
水
面
た
る
と
同
時
に
公
有
水
面
で
あ
り
(
誌
六
〉
私
法
上
の
所
有
様
の
客
鰐
に
非
.
ざ
る
が
故
に
.
其
の
限
り
に
於
て
は
民
法
の
適
用
な
く
、
従
つ
て
民
法
第
八
五
傑
に
所
諒
「
物
」
で
は
な
い
が
、
此
の
公
有
水
面
に
漁
業
模
な
る
私
模
ハ
註
七
U
が
認
め
ら
れ
る
に
及
ん
で
は
、
其
の
容
障
に
る
公
有
水
面
は
此
慮
に
始
め
て
民
法
の
遁
用
を
受
け
る
も
の
と
な
り
、
民
法
第
八
五
傑
に
所
謂
物
た
る
性
質
を
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
〈
註
八
百
従
っ
て
漁
業
機
は
純
粋
の
物
穫
で
あ
る
。
漁
業
法
第
七
依
第
一
項
は
ベ
漁
業
椛
ハ
物
椛
ト
者
倣
シ
土
地
一
一
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
る
自
を
定
め
て
ゐ
る
が
、
之
物
椛
に
非
ざ
る
も
の
を
物
棋
と
者
倣
す
の
意
義
で
は
な
く
し
て
、
漁
業
穫
は
物
樫
な
る
が
故
に
之
を
土
地
物
椛
と
同
様
に
取
扱
ひ
、
土
地
物
椛
に
閲
す
る
規
定
を
準
用
す
べ
き
も
の
と
震
す
の
趣
旨
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
ぬ
場
は
民
法
所
担
「
物
」
な
り
と
解
す
べ
し
と
す
れ
ば
、
然
ら
ば
突
に
物
の
中
動
産
に
開
局
す
る
や
、
勝
又
不
動
産
に
印
刷
す
る
や
と
謂
ふ
に
、
漁
場
は
其
の
本
来
の
性
質
よ
り
云
へ
ば
民
法
上
の
土
地
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
現
行
法
は
漁
業
権
に
就
い
て
は
一
般
不
動
産
物
穫
と
其
の
取
扱
を
異
に
し
、
直
接
不
動
産
登
記
法
の
規
定
を
適
用
せ
宇
し
て
、
漁
業
模
は
免
許
漁
業
原
簿
に
登
録
す
べ
き
も
の
と
潟
す
が
放
に
、
漁
業
構
の
容
館
大
る
漁
場
も
、
我
が
成
法
上
は
民
法
所
諒
「
土
地
」
に
非
?
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
、
に
が
漁
業
法
第
七
傑
は
、
「
漁
業
椛
ハ
物
構
ト
者
倣
シ
土
地
ニ
関
ス
ル
規
定
テ
準
用
ス
」
云
々
と
規
定
し
て
、
漁
業
椛
を
土
地
物
椛
と
同
様
に
取
扱
ふ
べ
き
も
の
と
錦
し
、
叉
同
法
第
二
六
傑
第
一
項
は
、
「
免
許
漁
業
原
簿
不
動
産
と
動
産
一
三
九
商
業
と
経
済
一四
O
ノ
登
録
ハ
登
記
ニ
代
ハ
ル
モ
ノ
ト
ス
五
回
目
を
規
定
す
る
が
放
に
、
漁
業
構
の
得
喪
幾
更
は
免
許
漁
業
原
簿
の
登
録
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
.
之
φ
倍
以
て
第
三
者
に
卦
抗
す
る
こ
と
を
得
ぎ
る
も
の
と
な
り
(
註
九
〉
其
の
他
の
貼
に
於
て
も
総
べ
て
土
地
物
椛
と
同
様
に
取
扱
は
れ
る
も
の
な
る
が
故
に
‘
其
の
客
様
た
る
漁
場
は
之
を
不
動
産
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ハ
註
一
〉
公
海
は
何
れ
の
同
家
の
支
配
に
も
局
ぜ
ざ
ろ
も
の
な
ろ
が
故
に
、
公
海
に
が
、
げ
ろ
治
殺
は
何
人
と
雌
も
白
由
に
熔
し
得
ろ
所
で
あ
ろ
Q
N
h
が
浪
獄
は
法
律
的
に
は
佐
…
主
の
水
産
物
の
先
占
に
因
ろ
所
有
権
取
得
で
わ
ろ
か
ら
、
公
海
に
が
、
げ
ろ
無
主
物
先
占
は
如
何
な
ろ
準
按
法
に
依
っ
て
認
め
ら
れ
ろ
平
と
一
宮
ふ
悶
難
な
ろ
問
題
在
生
ず
ろ
。
此
の
鮎
に
就
い
て
は
本
校
研
究
館
誌
報
第
一
二
容
第
九
競
所
故
拙
稿
「
露
一
艦
引
拐
に
畑
山
ろ
二
三
の
法
作
問
題
ハ
ニ
〉
」
品
会
照
。
ハ
詰
ニ
〉
挽
業
法
第
二
除
「
公
共
ノ
用
エ
供
セ
サ
U
F
水
面
エ
戸
別
段
ノ
規
定
ア
uv
場
合
ソ
除
グ
ノ
外
本
法
ノ
規
定
ヲ
活
用
セ
ス
」
併
し
乍
ら
e
私
の
水
面
も
亦
公
共
水
面
と
同
様
の
取
扱
た
受
げ
ろ
相
場
合
が
わ
ろ
。
即
ち
汲
業
法
第
三
係
第
一
項
日
「
公
共
ノ
m-一供
ス
uv
水
面
干
連
接
vv
一
限
ヲ
成
ス
公
共
ノ
川
ニ
供
セ
サ
W
水
面
二
戸
本
法
ヲ
沼
周
ス
」
ろ
旨
た
定
め
て
お
ろ
。
〈
註
三
〉
同
法
第
四
降
、
「
浪
具
ヲ
定
置
ジ
又
ハ
水
面
ヲ
区
剖
ジ
テ
漁
業
ア
潟
ス
ノ
擢
利
ヲ
得
ム
ト
ス
レ
者
ハ
行
政
官
限
ノ
免
詐
ヲ
受
グ
へ
~γ
立
(
ノ
免
詐
ス
へ
キ
挽
栄
ノ
種
類
ハ
主
務
大
臣
之
ヲ
指
定
ス
」
同
法
第
五
除
、
「
水
面
ヲ
専
用
V
テ
挽
業
ヲ
潟
ス
ノ
擢
利
ヲ
得
ム
ト
ス
レ
者
ハ
行
政
官
服
ノ
免
-
汗
ヲ
受
グ
へ
V
前
項
ノ
免
詐
ハ
漁
業
組
合
カ
其
ノ
地
先
水
面
ノ
専
用
ヲ
出
航
ジ
タ
ル
場
合
ノ
外
之
ヲ
血
ぺ
へ
ス
」
ハ
詰
凶
〉
同
法
第
六
除
、
「
前
ニ
係
ノ
外
主
務
大
匹
二
が
、
テ
免
詐
ヲ
受
ケ
U
V
ム
ル
必
婆
ア
リ
ト
認
ム
ル
漁
業
ノ
種
類
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
此
の
知
未
知
探
の
鈍
物
た
以
て
鍛
業
擦
の
客
胞
と
対
す
設
に
針
す
ろ
と
ん
ム
く
同
一
の
非
難
が
営
て
は
ま
ろ
諒
で
あ
ろ
。
前
油
「
第
(
詰
五
〉
(
詑
ム
ハ
〉
(
詑
七
し
¥
.
L
t
'
L
J
 
f
-
H
-
/
¥
 
ハ
詰
九
〉
五
」
詰
五
妻
照
。
前
述
「
第
五
」
詰
五
季
限
。
浪
場
は
公
用
水
面
で
あ
ろ
o
公
用
水
面
に
は
公
有
に
属
す
お
公
用
水
面
以
外
に
私
有
に
属
す
ろ
公
用
水
面
も
存
在
し
得
ろ
諒
で
あ
ろ
‘
か
、
私
有
に
回
す
ろ
会
用
水
面
は
其
の
公
共
の
用
に
供
ぜ
ら
れ
ろ
問
係
ら
離
れ
て
は
、
前
所
有
躍
の
支
町
に
服
す
べ
き
も
の
な
ろ
が
故
に
、
な
有
に
局
す
る
公
用
水
面
に
が
、
げ
あ
浪
獄
も
亦
所
有
催
者
の
事
推
に
昆
す
る
も
の
k
謂
は
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
従
っ
て
浪
業
法
上
の
漁
場
は
公
有
に
屈
す
ろ
公
共
水
面
に
限
ろ
こ
と
ゐ
な
る
o
mな
有
且
私
用
水
面
が
前
菜
訟
の
遁
m
L受
げ
、
従
っ
て
説
場
大
ろ
場
合
の
存
在
す
ろ
こ
と
に
関
し
て
は
ハ
話
一
一
V
委
照
。
浪
業
推
の
客
般
は
公
共
の
用
に
供
ぜ
ら
れ
ろ
水
面
な
ろ
が
故
に
、
公
慌
に
非
?
や
と
の
疑
問
も
生
じ
得
ろ
が
、
漁
業
は
水
面
の
用
法
外
の
使
用
な
り
と
解
し
て
、
之
島
忍
挫
と
潟
す
た
正
営
と
す
ろ
。
公
有
水
面
口
其
の
質
賃
に
が
、
て
民
法
第
八
六
僚
に
所
謂
土
地
と
呉
ら
ず
ろ
が
故
に
、
四
仙
耀
の
客
挫
-tろ
以
上
之
島
民
法
第
八
五
係
に
所
詞
「
物
」
で
あ
る
た
謂
日
川
村
、
は
な
ら
な
い
。
飯
山
本
法
第
二
O
除
に
該
営
す
べ
き
規
定
が
な
い
か
ら
、
械
業
法
第
七
僚
に
依
り
土
地
に
闘
す
ろ
民
法
第
一
七
七
僚
か
準
用
し
て
、
免
詐
泌
業
原
簿
の
登
鈴
は
挽
来
植
に
闘
す
ろ
物
権
援
助
の
成
立
要
件
に
非
ず
し
て
、
第
三
者
に
封
す
ろ
封
抗
要
件
に
遁
U
す
ぎ
ろ
も
の
と
併
す
る
の
外
は
な
い
。
第
七
般
h
H
 
'n 
船
舶
が
動
産
な
り
や
、
不
動
産
な
り
や
に
閲
し
て
は
、
之
を
沿
革
上
よ
り
考
察
す
る
に
、
ロ
l
マ
法
に
於
て
は
、
船
舶
は
一
般
に
動
産
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
共
の
後
中
世
に
入
る
に
及
ん
で
、
船
舶
は
法
律
上
不
動
産
と
到
底
，四
商
業
と
経
済
四
不
動
産
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
近
世
に
於
て
は
姉
舶
の
移
動
性
を
重
要
視
し
て
、
諸
国
立
法
例
の
般
舶
を
動
産
と
震
す
旨
の
明
文
を
設
け
る
も
の
多
く
、
我
が
苔
商
法
第
八
三
四
傑
も
亦
之
に
倣
っ
て
、
商
船
其
他
ノ
海
姑
A
之
ヲ
動
産
ト
ス
但
本
法
-
一
例
外
ヲ
定
メ
タ
ル
場
合
ハ
此
限
-
一
在
-
フ
ス
」
と
規
定
し
に
。
此
の
但
書
の
場
合
に
於
て
も
、
加
舶
を
以
て
不
動
産
と
匁
す
の
趣
旨
に
非
宇
し
て
、
不
動
産
と
類
似
せ
る
特
別
規
定
に
従
ひ
、
動
産
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
通
則
に
依
ら
ざ
る
の
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
様
に
近
世
諸
図
の
立
法
例
は
舶
舶
や
動
産
と
匁
す
も
の
多
く
、
準
設
亦
之
に
従
つ
に
。
結
舶
の
動
産
た
る
こ
と
じ
疑
を
抱
く
者
は
、
殆
ん
ど
之
を
見
ざ
る
有
様
で
あ
る
。
現
今
に
於
て
も
撃
者
の
然
ら
ば
現
行
法
上
果
し
て
般
舶
は
動
産
に
開
局
す
る
や
と
諮
ふ
に
、
先
づ
現
行
法
の
之
に
関
す
る
取
扱
を
見
る
の
に
、
加
舶
法
ハ
註
一
〉
第
五
傑
は
、
「
日
本
舶
舶
ノ
所
有
者
ハ
登
記
ア
錦
、
ン
タ
ル
後
般
籍
港
ヲ
管
轄
ス
ル
管
海
官
廓
ニ
備
へ
タ
ル
船
舶
原
簿
一
一
登
録
ヲ
匁
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
前
項
-
一
定
メ
タ
ル
登
.
録
ヲ
然
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
管
お
官
版
ハ
卵
細
舶
図
籍
詮
書
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
、
叉
同
法
第
十
傑
は
、
「
査
録
シ
タ
ル
事
項
ニ
建
一
史
ヲ
坐
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
般
舶
所
有
者
ハ
共
事
賀
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
二
週
間
内
ニ
幾
夏
ノ
登
録
ヲ
震
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
る
旨
を
、
夏
に
同
法
第
一
傑
は
、
「
船
舶
闘
絡
詮
書
-
一
記
載
シ
タ
ル
事
項
-
一
四
変
更
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
般
船
所
有
者
ハ
其
事
寅
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
二
週
間
内
ニ
其
書
換
ヲ
申
請
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
云
々
と
定
め
て
ゐ
る
。
故
に
船
舶
に
関
す
る
椛
利
の
得
喪
愛
更
に
就
き
、
登
記
・
登
録
及
び
船
舶
図
絡
詮
書
の
受
有
を
必
要
と
屑
却
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
之
等
の
登
記
・
登
録
及
び
雌
舶
図
籍
詮
書
の
受
有
が
、
墜
に
船
舶
取
締
の
目
的
よ
り
認
め
ら
れ
る
以
外
に
、
私
法
上
如
何
な
る
妓
果
を
有
す
る
か
に
関
し
て
は
、
加
舶
法
上
何
等
規
定
す
る
所
が
な
い
。
然
る
に
商
法
は
同
法
に
所
謂
般
舶
印
ち
商
加
〈
註
二
〉
に
就
き
、
第
五
四
O
傑
第
一
項
に
於
て
、
「
姉
舶
所
有
者
ハ
特
別
法
ノ
定
ム
ル
所
-
一
従
ヒ
登
記
ヲ
鏡
、
ン
且
般
舶
図
籍
詮
書
ヲ
請
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
る
旨
を
定
め
る
と
共
に
、
第
五
四
一
傑
に
於
て
、
「
船
舶
所
有
様
ノ
移
韓
ハ
其
登
記
ヲ
銭
シ
且
般
舶
園
籍
詮
書
-
一
之
ヲ
記
載
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
第
三
者
-
一
針
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
故
に
商
般
所
有
躍
の
移
縛
は
登
記
登
録
(
詰
三
〉
及
び
姑
舶
図
籍
詮
書
の
記
載
吾
川
以
て
、
第
ニ
者
に
針
す
る
封
抗
要
件
と
錯
す
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
船
舶
法
第
三
五
傑
は
、
一
商
法
第
五
編
ノ
規
定
ハ
商
行
錯
ヲ
匁
ス
目
的
ヲ
以
-
プ
セ
サ
ル
モ
航
海
ノ
用
一
一
供
ス
ル
船
舶
ニ
之
ヲ
準
用
ス
但
官
廓
叉
ハ
公
表
ノ
所
有
-
一
見
ス
ル
船
舶
-
一
付
-
プ
ハ
此
限
-
一
在
-
フ
ス
」
と
規
定
し
て
、
商
舶
以
外
の
航
海
の
用
に
供
す
る
船
舶
に
就
き
、
商
船
に
閲
す
る
商
法
第
五
編
海
商
の
規
定
を
包
括
的
に
準
用
す
る
が
放
に
、
商
船
以
外
の
航
海
艦
舶
〈
諮
問
〉
も
亦
、
商
法
第
五
四
一
傑
に
依
っ
て
登
記
・
登
録
及
び
船
舶
図
籍
詮
書
の
記
載
を
以
て
.
其
の
所
有
様
移
材
料
の
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
要
件
と
鍔
す
こ
と
と
な
る
。
斯
く
の
如
く
般
舶
に
関
す
る
法
律
的
関
係
の
後
動
は
登
記
・
益
録
及
び
船
舶
図
籍
詮
書
の
記
載
に
依
つ
て
公
示
せ
ら
れ
.
之
等
の
も
の
が
加
舶
に
閉
附
す
る
所
有
楳
移
轄
の
第
三
者
に
針
す
る
針
抗
要
件
を
録
し
て
不
動
産
と
一
割
産
一
四
三
商
業
と
経
済
一
四
四
ゐ
る
。
叉
組
舶
に
関
す
る
公
示
方
法
と
し
て
登
記
・
登
録
及
び
蛸
舶
図
籍
詮
書
の
制
度
が
存
す
る
結
果
、
畑
舶
上
に
抵
品
川
同
樫
の
設
定
を
認
め
る
こ
と
を
得
、
商
法
第
六
八
六
傑
は
商
般
に
就
い
て
、
「
議
記
シ
タ
ル
般
舶
ハ
之
ヲ
以
-
プ
抵
砕
同
様
ノ
目
的
ト
気
ス
コ
ト
ヲ
得
品
川
舶
ノ
抵
皆
様
ハ
其
局
具
-
一
及
フ
畑
舶
ノ
抵
砕
同
様
-
一
ハ
不
動
産
ノ
抵
活
様
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
叉
商
法
第
五
五
六
傑
は
姑
舶
の
賃
貸
借
に
就
き
、
不
動
産
の
賃
貸
借
に
於
け
る
と
同
様
「
之
ヲ
査
記
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
爾
後
其
畑
舶
-
一
付
キ
物
椛
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ニ
封
シ
-
プ
モ
其
放
カ
ヲ
生
ス
」
べ
き
旨
を
定
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
等
の
規
定
は
何
れ
も
前
述
般
舶
法
第
三
五
傑
に
依
っ
て
商
焔
以
外
の
海
般
に
準
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ゐ
。
更
に
叉
嫡
舶
に
封
す
る
強
制
執
行
に
就
き
、
民
事
訴
訟
法
第
七
一
七
傑
は
「
商
焔
共
他
ノ
海
加
ニ
封
ス
ル
強
制
執
行
ハ
不
動
産
ノ
強
制
競
貰
ニ
関
ス
ル
規
定
-
一
従
ヒ
テ
之
ヲ
鍔
ス
但
事
物
ノ
性
質
-
一
因
リ
テ
差
異
ノ
額
'
ハ
ル
ル
ト
キ
叉
ハ
以
下
敷
傑
一
一
於
-
プ
別
段
ノ
規
定
ヲ
設
ナ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
一
一
在
-
フ
ス
」
云
々
と
規
定
し
、
競
頁
法
第
三
九
傑
は
焔
舶
の
競
貰
に
就
き
不
動
産
の
競
頁
に
関
す
る
規
定
を
包
括
的
に
準
用
し
て
ゐ
る
。
斯
様
に
加
舶
は
其
の
法
律
上
の
取
扱
よ
り
見
る
と
き
は
一
般
不
動
産
と
多
く
兵
る
所
な
く
之
を
不
動
産
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
活
設
が
焔
舶
の
一
般
動
産
と
全
然
呉
る
法
律
的
取
扱
守
受
け
、
し
か
も
不
動
産
と
極
め
て
近
似
す
る
の
事
賢
岳
見
な
が
ら
、
尚
之
を
以
て
特
殊
の
動
産
な
り
と
説
く
が
如
き
は
徒
ら
に
法
文
の
末
扮
に
隠
者
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
.
官
目
的
に
苔
来
の
因
襲
的
観
念
に
囚
は
る
h
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
命
諸
種
の
法
律
若
し
く
は
傑
約
の
文
言
中
に
は
、
姑
舶
を
以
て
権
利
の
客
一
躍
に
は
非
守
し
て
楼
利
の
主
位
な
る
か
の
如
き
用
語
例
を
存
す
る
も
、
立
法
論
と
し
て
は
兎
に
角
現
行
法
上
は
未
に
積
極
的
に
般
舶
を
以
て
法
人
と
解
す
べ
き
強
力
な
ら
根
擦
を
見
出
す
に
足
り
な
い
。
以
上
船
舶
の
我
が
現
行
法
上
不
動
産
に
局
す
る
所
以
を
詳
論
し
た
が
、
此
慮
に
法
立
す
べ
き
は
、
上
越
せ
る
所
は
通
俗
に
所
前
知
舶
の
総
べ
て
に
就
い
て
云
へ
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
姑
舶
法
第
二
O
傑
は
、
「
前
十
六
傑
ノ
規
定
ハ
総
噸
数
二
十
噸
未
満
叉
ハ
積
石
数
二
百
石
未
満
ノ
般
舶
及
ヒ
端
舟
其
他
治
権
ノ
ミ
ア
以
テ
蓮
碍
シ
叉
ハ
主
ト
シ
テ
椴
権
ヲ
以
テ
蓮
碍
ス
ル
舟
-
一
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス
」
と
規
定
し
て
之
等
の
も
の
を
同
法
に
所
謂
加
舶
よ
り
除
外
し
、
商
法
亦
第
五
三
八
傑
第
二
項
に
於
て
、
「
本
編
ノ
規
定
ハ
端
舟
其
他
椴
耀
ノ
ミ
テ
以
-
プ
運
縛
シ
叉
ハ
主
ト
シ
テ
椴
権
ヲ
以
テ
運
碍
ス
ル
舟
-
一
ハ
之
ヲ
遁
用
セ
ス
」
と
定
め
て
、
之
等
の
も
の
を
同
法
に
所
謂
姑
舶
印
ち
商
舶
に
非
ざ
る
も
の
と
潟
し
、
更
に
叉
商
法
第
五
四
O
傑
は
「
船
舶
所
有
者
ハ
特
別
法
ノ
定
ム
ル
所
-
一
一
従
ヒ
登
記
ア
鍔
シ
且
船
舶
園
籍
鐙
書
ヲ
請
受
ク
ル
コ
ト
テ
要
ス
前
項
ノ
規
定
ハ
総
噸
数
二
十
噸
未
満
又
ハ
積
石
数
二
百
石
未
満
ノ
船
舶
一
一
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス
」
と
規
定
し
て
、
尚
舶
の
中
に
も
新
か
る
小
畑
舶
に
は
.
登
記
・
登
録
の
制
度
を
認
め
ら
れ
ぎ
る
旨
を
明
ら
か
じ
し
て
ゐ
る
。
放
に
「
総
順
数
二
十
順
未
満
叉
ハ
積
石
数
二
百
石
未
満
ノ
般
舶
及
ヒ
端
舟
其
他
櫓
権
ノ
ミ
ヲ
以
テ
蓮
韓
シ
不
動
産
と
勤
産
一
四
五
商
業
と
経
済
一
四
六
叉
ハ
主
ト
シ
テ
櫓
権
ヲ
以
テ
蓮
縛
ス
ル
、
舟
」
は
登
記
・
登
録
及
び
般
泊
図
籍
謹
書
の
制
度
其
他
上
漣
せ
る
が
如
、
品
川
、
不
動
産
同
様
の
取
扱
を
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
之
等
の
も
の
は
不
動
産
に
非
守
し
て
動
産
た
る
も
の
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
(
註
一
〉
明
治
三
二
年
三
月
八
日
公
布
同
年
法
律
第
四
六
続
。
附
則
第
三
三
傑
に
依
り
商
法
施
行
の
目
、
即
ち
明
治
四
四
年
十
月
一
日
よ
リ
白
行
Q
ハ
詰
ニ
〉
商
法
第
五
三
八
係
は
同
法
に
所
詞
均
舶
即
ち
商
般
の
定
諸
島
県
へ
て
日
く
、
「
本
法
ニ
於
テ
加
舶
ト
ハ
商
行
局
ヲ
潟
ス
目
的
ヲ
以
テ
航
海
ノ
用
二
供
ス
ル
モ
ノ
ヲ
詞
7
本
編
ノ
規
定
ハ
端
舟
其
他
栴
招
ノ
ミ
ヲ
以
子
活
時
U
J
又
ハ
主
ト
ジ
テ
料
招
ヲ
以
テ
述
蒋
ス
ル
舟
ニ
ハ
之
ヲ
活
用
セ
ス
」
u
従
っ
て
端
舟
等
は
仮
令
同
行
潟
ら
鴻
す
目
的
た
以
て
航
海
の
用
に
供
す
ろ
も
、
商
法
上
の
船
舶
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
。
ハ
註
三
〉
商
法
第
五
四
一
傑
の
文
言
よ
り
見
れ
医
、
加
舶
所
有
権
の
移
聴
は
登
記
と
船
舶
図
籍
詮
寄
り
記
誠
の
み
た
以
て
第
三
者
に
封
抗
す
ろ
こ
と
た
得
.
へ
く
、
登
録
は
封
抗
要
件
の
一
に
非
ざ
ろ
が
如
く
で
あ
ろ
が
、
前
油
船
舶
法
第
五
係
に
依
れ
ば
、
船
舶
原
併
に
登
録
た
潟
し
れ
ろ
後
.
始
め
て
船
舶
図
籍
詑
書
の
交
付
あ
ろ
も
の
で
あ
り
、
又
同
法
第
十
係
口
、
「
登
録
V
タ
ル
事
項
二
円
強
克
ヲ
生
V
H伊
(
諮
問
〉
ル
ト
キ
ハ
船
舶
所
有
者
ハ
北
(
事
質
7
知
リ
タ
レ
日
ヨ
リ
二
週
間
内
二
鐙
克
ノ
登
録
ヲ
病
ス
ヨ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
す
ろ
が
故
に
、
加
舶
図
籍
詮
書
の
書
換
も
亦
、
務
克
の
登
録
わ
り
れ
ろ
後
に
局
さ
れ
ろ
も
の
左
解
す
べ
く
、
従
っ
て
船
舶
所
有
権
の
移
時
た
第
三
者
に
封
抗
す
ろ
が
潟
め
に
は
、
結
局
登
記
・
登
録
及
び
加
舶
悶
籍
詮
苦
の
記
載
の
三
者
か
具
備
す
る
品
要
す
ろ
こ
と
と
な
る
。
加
舶
法
第
三
五
倫
は
航
海
の
用
に
供
す
ろ
船
舶
に
就
い
て
の
み
、
商
法
第
五
編
の
準
用
た
規
定
し
て
お
ろ
o
航
海
と
は
公
海
並
に
沿
海
の
航
行
た
郁
す
る
u
故
に
湖
川
港
湾
ハ
湖
川
港
湾
の
箱
闘
に
就
い
て
は
平
水
航
路
の
区
域
に
依
る
旨
、
明
治
三
二
年
五
月
二
六
日
滋
信
省
令
第
二
C
披
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
て
ね
あ
。
商
法
施
行
法
第
一
二
ニ
除
参
照
。
而
し
て
平
水
航
路
の
匹
域
口
船
舶
検
脊
一
法
施
行
細
則
第
五
二
伐
に
一
々
且
(
般
的
に
列
車
ぜ
ら
れ
て
白
ろ
〉
の
航
行
の
み
に
従
事
す
る
船
舶
の
如
き
は
航
海
の
用
に
供
す
ろ
加
舶
に
非
ざ
ろ
が
故
ι、
之
等
の
船
舶
に
就
て
は
向
法
第
五
編
の
準
用
な
く
、
従
っ
て
商
法
第
五
四
一
協
は
営
然
に
は
沼
周
ぜ
ら
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
之
等
の
船
舶
も
船
舶
法
第
五
除
・
第
六
除
・
第
一
O
除
及
び
第
一
一
候
等
に
依
っ
て
、
之
に
闘
す
ろ
権
利
器
勤
に
就
斗
、
笠
記
・
登
鋭
及
び
船
舶
凶
籍
詮
書
の
記
故
岳
要
求
ぜ
ら
れ
る
も
の
な
ろ
が
故
に
、
之
等
に
就
い
て
も
、
問
商
法
第
五
四
一
候
の
類
推
泊
加
に
依
っ
て
、
登
記
・
登
録
及
び
船
舶
図
籍
詑
書
の
記
載
島
以
て
、
所
有
権
移
轄
の
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
要
件
六
ろ
も
の
と
併
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
向
肢
加
は
登
記
笠
鈍
の
方
法
た
認
め
ら
れ
ざ
ろ
が
故
に
、
之
島
勤
産
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
。
之
に
就
い
て
は
本
校
研
究
館
議
報
第
二
一
容
第
五
披
所
載
拙
稿
つ
昆
艦
引
拐
に
畑
山
あ
二
三
の
法
律
問
題
ハ
一
V
第
一
の
ハ
二
〉
」
妻
照
。
第
八
航
>-'--
金
機
次
に
航
空
機
に
関
し
て
も
、
其
の
動
産
な
り
や
、
不
動
産
な
り
や
の
問
題
を
生
宇
る
。
航
空
機
は
其
の
本
来
の
佐
賀
に
於
て
極
め
て
船
舶
に
類
似
し
、
其
の
兵
る
貼
は
唯
、
一
が
水
上
を
航
行
す
る
に
反
し
、
他
は
空
中
を
航
行
す
る
の
差
異
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
従
来
は
航
空
機
に
就
い
て
は
船
舶
と
呉
り
、
何
等
之
を
関
す
る
特
別
の
準
則
を
設
け
ら
れ
ざ
り
し
が
故
に
、
航
空
機
は
之
を
動
産
と
解
す
る
の
外
な
か
っ
大
。
然
る
に
昭
和
二
年
六
月
一
日
よ
り
航
空
法
〈
註
一
〉
の
施
行
せ
ら
れ
る
に
至
る
や
、
同
法
第
七
傑
は
「
第
五
傑
ノ
検
査
ニ
合
格
シ
タ
ル
航
空
機
ノ
所
有
者
ハ
行
政
官
邸
ニ
共
ノ
航
空
機
ノ
登
録
ヲ
申
請
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
航
空
機
ノ
益
銀
事
項
ハ
航
空
機
ノ
所
有
者
ノ
氏
名
名
稿
、
登
録
記
就
共
ノ
他
命
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
事
項
ト
ス
不
動
産
と
勤
産
一
四
七
商
業
と
経
済
一
四
八
登
録
シ
タ
ル
事
項
-
一
箆
克
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
航
空
機
ノ
所
有
者
ハ
其
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
十
四
日
以
内
ニ
行
攻
官
鹿
ニ
箆
克
ノ
登
録
ヲ
申
請
ス
へ
シ
益
録
シ
タ
ル
航
空
機
-
一
卦
シ
テ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
-
一
一
依
リ
航
空
機
ノ
所
有
者
ノ
氏
名
名
稿
、
苓
一
銭
記
披
其
ノ
他
ノ
登
録
事
項
ヲ
記
載
シ
タ
ル
登
録
澄
明
書
ヲ
交
付
ス
」
と
い
ふ
規
定
や
設
け
て
、
航
空
機
に
就
い
て
も
、
肱
舶
に
於
け
る
登
記
・
登
録
及
び
焔
舶
図
籍
詮
書
の
制
度
と
略
t
同
様
に
、
登
録
及
び
登
録
設
明
書
の
制
皮
を
認
め
る
に
至
つ
に
。
故
に
航
空
機
に
閲
す
る
法
律
関
係
の
時
党
動
は
登
録
及
び
登
録
詮
明
書
の
記
載
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
登
録
及
び
登
録
澄
明
が
私
法
上
如
何
な
る
妓
呆
を
有
す
る
か
に
関
し
て
は
、
航
空
法
は
何
等
規
定
す
る
所
が
な
い
。
併
し
乍
ら
一
度
登
録
及
び
登
録
詮
明
書
の
制
度
が
認
め
ら
れ
る
以
上
は
、
之
を
以
て
私
法
上
航
空
機
に
関
す
る
椛
利
受
動
の
要
件
を
錯
す
も
の
と
解
す
べ
く
、
従
っ
て
嫡
舶
に
関
す
る
商
法
第
五
四
一
傑
守
之
に
類
推
遁
用
し
て
、
登
録
及
び
登
録
説
明
書
の
記
載
を
以
て
航
空
機
に
関
す
る
椛
利
受
動
の
第
三
者
に
封
す
る
針
抗
要
件
た
る
も
の
と
解
す
る
を
至
静
岡
と
震
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
結
果
航
空
機
は
嫡
舶
と
同
む
く
之
を
動
産
に
非
宇
し
て
不
動
産
た
る
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
内
航
空
法
に
所
謂
航
空
機
は
、
「
人
ノ
搭
乗
シ
得
ル
気
球
、
凧
、
航
空
般
及
飛
行
機
」
を
総
都
す
る
の
で
あ
る
。
又
前
掲
航
空
法
第
七
傑
は
、
「
第
五
傑
ノ
検
査
ニ
合
格
シ
タ
ル
航
空
機
ノ
所
有
者
ハ
行
攻
官
鹿
ニ
其
ノ
航
空
機
ノ
登
録
ヲ
申
請
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
云
々
と
規
定
し
、
立
の
趣
旨
が
丈
一
一
一
一
日
通
り
申
請
す
る
こ
と
を
得
る
の
怠
な
り
や
、
或
は
然
ら
宇
し
て
申
請
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
義
に
解
す
べ
き
や
は
精
疑
問
で
あ
る
が
、
若
し
前
者
で
あ
一
川
る
と
す
れ
ば
、
益
録
及
び
登
録
詮
明
書
は
必
す
し
も
絶
針
に
要
求
せ
ら
れ
る
も
の
に
非
ざ
る
が
故
に
、
航
空
機
に
し
て
之
を
有
せ
ざ
る
も
の
を
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
然
る
と
き
は
之
等
の
航
空
機
に
就
い
て
は
、
登
録
及
び
登
録
泣
明
書
に
依
っ
て
、
之
に
関
す
る
法
律
関
係
の
愛
動
を
公
示
す
る
こ
と
を
得
歩
、
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
要
件
と
錯
す
を
得
な
い
。
る
の
外
な
き
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
て
之
等
の
も
の
の
み
は
向
動
産
に
開
局
す
る
も
の
と
解
す
〈
詑
一
〉
大
正
一
0
年
四
月
九
日
公
布
同
年
法
律
第
五
四
競
ω
第
九
特
殊
財
図
以
上
論
述
し
に
る
土
地
‘
建
物
・
立
木
・
明
認
方
法
を
認
め
ら
れ
る
も
の
樹
木
・
来
賓
・
稲
褒
・
桑
葉
等
)
・
鏡
・
匝
・
漁
場
・
焔
舶
・
航
空
機
等
を
以
て
、
大
・
憶
に
於
て
我
が
現
行
法
上
の
不
動
産
を
査
し
に
も
の
と
謂
ふ
こ
と
を
得
る
。
然
る
に
此
慮
に
注
意
す
べ
き
は
工
場
財
団
・
鍍
業
財
団
・
漁
業
財
団
・
銭
道
財
国
及
び
軌
道
財
国
等
の
所
謂
特
殊
財
団
で
あ
る
。
鍛
道
抵
蛍
法
ハ
詰
一
v
第
二
傑
第
三
項
は
、
「
銭
活
財
団
ハ
之
テ
一
筒
ノ
物
ト
者
倣
ス
」
と
規
定
し
、
此
の
規
定
は
軌
道
抵
蛍
法
第
二
傑
(
詰
ニ
〉
に
依
っ
て
軌
道
財
団
に
治
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
工
場
抵
蛍
法
ハ
註
三
〉
第
不
動
産
と
勤
法
一
四
九
商
業
と
経
済
一
五
O
四
傑
第
一
項
は
、
(
工
場
財
園
ハ
之
テ
一
位
ノ
不
動
産
ト
者
倣
ス
」
旨
を
定
め
、
し
か
も
此
の
規
定
は
鍍
業
抵
蛍
法
第
三
候
ハ
註
四
U
及
び
漁
業
財
国
抵
蛍
法
(
註
五
〉
第
六
傑
に
依
っ
て
、
夫
々
鍍
業
財
国
及
び
漁
業
財
園
に
準
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
等
の
特
殊
財
固
に
就
い
て
は
何
れ
も
之
に
関
す
る
権
利
幾
動
の
公
示
方
法
と
し
て
登
記
若
し
く
は
登
録
の
制
度
認
め
ら
れ
(
詰
六
〉
之
を
以
て
楼
利
受
動
の
第
三
者
に
封
す
る
封
抗
要
件
と
鴛
し
〈
詑
七
〉
叉
登
記
若
し
く
は
登
録
の
認
め
ら
れ
る
結
果
、
之
に
抵
蛍
様
冶
設
定
す
る
こ
と
を
得
る
。
(
註
入
〉之
等
の
法
律
的
取
扱
よ
り
観
察
す
る
と
き
は
、
特
殊
財
園
は
不
動
産
と
多
く
異
る
所
な
く
、
従
っ
て
之
を
純
然
た
る
不
動
産
と
解
し
得
ぺ
き
が
如
く
で
あ
る
つ
記
が
之
等
の
特
殊
財
国
は
何
れ
も
一
筒
の
「
物
」
に
非
ホ
ノ
し
て
、
各
種
の
不
動
産
・
動
・
産
・
物
構
・
債
権
及
び
無
鰹
財
産
椛
等
の
集
団
に
外
な
ら
な
い
〈
詰
九
〉
。
故
に
法
律
が
之
等
の
も
の
を
「
物
ト
者
倣
ス
」
、
若
し
く
は
「
不
動
産
と
者
倣
ス
」
と
規
定
す
る
趣
旨
も
、
之
等
を
物
叉
は
不
動
産
と
同
様
に
取
扱
ふ
の
立
に
過
ぎ
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
如
何
に
不
動
産
と
其
の
取
扱
を
同
じ
く
す
る
も
、
物
に
非
.
ざ
る
も
の
は
不
動
産
た
り
得
?
と
解
す
べ
き
で
あ
る
o
ハ詑一
O
〉
(
詰
一
〉
ハ
註
二
〉
明
治
三
八
年
三
月
一
三
日
公
布
同
年
法
法
第
五
三
技
。
同
年
勅
令
第
一
八
六
競
た
以
て
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
。
軌
道
ノ
抵
官
二
関
ス
ル
法
律
ハ
明
治
四
二
年
四
月
一
三
日
公
布
同
年
法
律
第
二
八
税
。
同
年
勅
令
第
一
九
一
波
た
以
て
同
年
七
月
二
一
一
日
よ
り
施
行
。
)
第
一
保
「
軌
道
ノ
抵
官
二
関
ジ
テ
ρ
本
法
ニ
別
段
ノ
規
定
ア
ル
宅
ノ
ヲ
除
グ
ノ
外
裁
選
抵
常
法
ヲ
準
用
ス
'
一
ハ
詰
三
〉
〈
諮
問
〉
(
詑
五
〉
ハ
詑
六
〉
(
註
七
〉
(
詑
入
〉
ハ
註
九
〉
ハ
註
一
O
〉
明
治
三
八
年
三
月
一
三
日
公
布
同
年
法
律
第
五
四
授
。
同
年
勅
令
第
一
八
七
競
在
以
て
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
。
明
治
三
八
年
三
月
一
三
日
公
布
同
年
法
律
第
五
五
披
Q
同
年
勅
令
第
一
八
八
披
在
以
て
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
。
第
三
保
一
鉱
業
財
閥
一
一
付
テ
ハ
工
場
抵
営
法
中
工
場
財
回
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
」
大
正
一
四
年
三
月
二
七
日
公
布
、
同
年
法
律
第
九
技
Q
同
年
勅
令
第
二
四
四
鋭
岳
以
て
同
年
七
月
六
日
よ
り
施
行
。
第
六
保
「
漁
業
財
悶
一
二
付
テ
ハ
本
訟
ニ
規
定
ス
ル
モ
ノ
及
罰
則
ヲ
除
グ
ノ
外
工
場
抵
常
法
中
工
場
財
国
ニ
閥
ス
U
規
定
ヲ
準
用
ス
」
云
々
。
設
泣
抵
A
V
同
法
第
二
七
段
第
一
項
「
銭
泣
財
凶
二
閲
ス
ル
登
録
ヲ
潟
ス
病
督
監
官
憾
に
銭
遺
抵
営
原
簿
ヲ
備
プ
」
、
工
場
抵
営
法
第
九
除
「
工
場
財
同
ノ
設
定
ハ
工
場
財
問
登
記
簿
二
所
有
権
保
容
ノ
登
記
ヲ
局
ス
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
潟
ス
」
等
。
設
泣
抵
常
法
第
一
五
傍
「
抵
常
擁
ノ
得
喪
者
ハ
第
一
見
又
ハ
鍛
泣
財
回
ノ
所
宥
擢
ノ
移
韓
ρ
判
官
一
銭
ヲ
局
ス
二
非
サ
ν
ハ
之
ヲ
以
一
ア
第
三
者
二
封
抗
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
待
ス
」
。
こ
の
規
定
口
前
拐
軌
道
抵
営
法
第
一
僚
に
依
っ
て
、
軌
道
財
固
に
準
用
ぜ
ら
れ
ろ
o
工
場
財
固
・
鋸
業
財
凶
及
び
浪
業
財
固
に
就
い
て
は
、
工
場
抵
営
法
第
一
四
係
(
鈍
業
抵
営
法
第
三
係
、
漁
業
財
国
抵
営
法
第
六
保
事
照
)
に
依
っ
て
、
之
等
は
何
れ
も
「
不
動
産
ト
宥
倣
」
さ
れ
ろ
が
故
に
民
法
第
一
七
七
保
の
遁
用
に
よ
り
此
の
結
果
舟
生
ず
る
。
之
等
の
特
殊
財
闘
は
抵
常
陸
設
定
の
目
的
た
以
て
認
め
ら
れ
士
芯
も
の
で
あ
ろ
。
特
殊
財
固
に
回
す
ろ
財
産
中
に
は
地
上
陸
・
地
役
権
・
鎖
業
擢
等
の
物
擢
・
賃
借
擁
立
(
他
の
債
擢
及
び
工
業
所
有
権
等
の
樫
利
た
色
合
す
ろ
が
故
に
、
之
等
の
集
周
忌
以
て
民
法
第
八
五
係
に
所
詞
有
限
物
士
ろ
「
物
」
と
解
す
ろ
か
得
な
い
。
特
詐
擢
・
宵
用
新
案
樫
・
商
摂
擢
・
古
市
川
擢
・
商
競
樺
等
に
就
い
て
も
同
様
の
問
題
舟
生
4
9
ろ
0
2
5
不
動
産
と
勤
産
一
五
